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震災資料500点展示 リアス・アーク美術館（気仙沼市）

　気仙沼市中心部から南西の閑静な丘陵地帯、緑の木立に
囲まれた場所にあるのがリアス・アーク美術館だ。隣には気仙
沼市総合体育館「ケー・ウエーブ」もあり、同市の生涯学習やス
ポーツの拠点の一つとなっている。
　リアス・アーク美術館は1994年10月の開館。東日本大震災
では被災で1年半の休館と修繕工事を経て部分開館し、従来
からの地域の歴史･民俗資料と主に東北･北海道の現代美術
の紹介のほか、新たに「東日本大震災の記録と津波の災害史」
常設展示を加え、2013年4月に全面開館した。
　美術館でありながら、三陸沿岸の主要都市の学術施設とし
て、震災以前から津波の災害史や文化史の調査研究を行って
きた。「東日本大震災の記録と津波の災害史」では、震災から約
2年間の館独自調査記録資料（被災現場写真・被災物）、その

他歴史資料など約500点を展示。第3分類の震災伝承施設と
して、市内外を問わず多くの児童生徒らが見学に訪れている。
　施設の外観は方舟（はこぶね）を表したユニークな形で、現
代的なアルミと伝統的な漆喰（しっくい）を用いて建造された。
館内も現代的な雰囲気で、
一部ガラス張りで外に飛び
出ている展望スペースから
は、気仙沼市街地を望める。
近未来都市のような施設の
装いに、若者たちは将来をど
う思い描くのか。震災伝承の
担い手として期待がかかる。 所在地
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「相馬市伝承鎮魂祈念館」震災語り部の五十嵐さん
福島県立ふたば未来学園高等学校
全通した三陸沿岸道路
一関市・祭畤災害遺構
宮古市「シートピアなあど」「宮古うみねこ丸」
石巻川開き祭り

測候所改修、震災被害伝える
八戸市みなと体験学習館

リアス・アーク美術館

㈱熊谷組東北支店の皆さんが㈱熊谷組東北支店の皆さんが
「3「3..11伝承ロード研修会」を行いました11伝承ロード研修会」を行いました

　８月23日、㈱熊谷組東北支店では、東日本大震災で同社が果たし
た震災復興の役割を「学び」、震災遺構を見学し、当時の危機管理対
応を知ることで自然災害時の的確な避難行動など危機管理への「備
え」を目的に、３.11伝承ロード研修会を行いました。
　東北支店各部署から参加した24名は、自社が手掛けた東日本大
震災の災害復旧工事「北上川長面堤防」と伝承施設「みやぎ東日本
大震災津波伝承館」を視察し、震災遺構の「大川小学校」「門脇小学
校」「石巻南浜津波復興祈念公園」を見学しました。
　今回の研修会を通し、近年、頻発している自然災害において、建設
関係従事者としての使命感、防災に対する知識と教訓をより深めら
れたようでした。

研修会の感想（抜粋）

○自分自身、当時は東京にいて本当の被害を目
の当たりしていなかった。震災遺構で被災者
のお話を伺うことができて、少しでも当時を
知る機会があって良かった。自分の子どもに
も伝えていきたいと感じた。（30歳代・男性）

○生まれてからほとんどを宮城で過ごしている
が、震災、特に津波については詳しくなかっ
たので、このような機会でもう一度振り返る
ことができた。また、実際に被災した方（語り
部）のお話を聞くと、文字で見るより分かりや
すく、より心に残りました。（20歳代・女性）

見学施設等時　間

JR仙台駅東口出発

石巻市震災遺構 大川小学校

北上川長面堤防

石巻地区かわまちづくり

石巻南浜津波復興祈念公園

（みやぎ東日本大震災津波伝承館）

石巻市震災遺構 門脇小学校

JR仙台駅東口 到着・解散
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13:40～14:50

15:00～16:00

17:15

石巻市震災遺構 大川小学校 石巻南浜津波復興祈念公園（みやぎ東日本大震災津波伝承館）

北上川長面堤防 石巻市震災遺構 門脇小学校



　
「
こ
の
体
験
学
習
館
が
あ
る
館
鼻

公
園
は
海
抜
27
㍍
。
新
井
田
川
の

河
口
か
ら
50
㍍
く
ら
い
し
か
離
れ

て
い
な
い
。
こ
の
付
近
は
昔
、
多

く
の
漁
師
が
生
活
し
て
い
た
地
域
。

津
波
が
あ
れ
ば
、
み
ん
な
こ
こ
に

避
難
し
て
来
た
」

　

こ
う
語
る
の
は
開
館
時
か
ら
館

長
を
務
め
る
前
澤
時
廣
さ
ん（
70
）。

体
験
学
習
館
が
あ
る
湊
町
地
域
の

出
身
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
地
元

の
栄
枯
盛
衰
を
見
て
き
ま
し
た
。

体
験
学
習
館
の
２
階
に
は
高
さ
２
・

６
㍍
、
幅
13
㍍
の
ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー

ン
で
八
戸
の
歴
史
や
四
季
を
映
像

で
紹
介
す
る「
湊
ワ
イ
ド
ス
コ
ー

プ
」や
、
昭
和
30
年
代
の
地
元
の
風

景
を
再
現
し
た
ミ
ニ
ジ
オ
ラ
マ
の

展
示
が
あ
り
、
郷
愁
を
誘
い
ま
す
。

館
長
就
任
ま
で
は
７
期
に
わ
た
り

市
議
会
議
員
と
し
て
市
勢
発
展
に

関
わ
り
、
副
議
長
に
も
就
任
し
ま

し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
八
戸
市
は
死

者
、
行
方
不
明
者
各
１
人
。
青
森

県
全
体
で
も
死
者
、
行
方
不
明
者

計
４
人
と
震
源
地
か
ら
遠
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
宮
城
、
岩
手
、
福

島
の
３
県
と
比
べ
て
人
的
被
害
は

少
な
く
て
済
み
ま
し
た
。
被
害
額

は
県
全
体
で
１
３
０
０
億
円
を
超

え
、
こ
の
う
ち
１
２
０
０
億
円
が

八
戸
市
分
。
船
舶
や
沿
岸
部
の
工

場
、
港
湾
イ
ン
フ
ラ
の
被
害
が
集

中
し
ま
し
た
。

　

八
戸
市
は
何
度
も
津
波
に
泣
か

さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

「
近
代
観
測
以
降
だ
と
明
治
三
陸
地

震
津
波
で
青
森
県
は
死
者
３
４
５

人
を
数
え
ま
し
た
。
１
９
６
０
年

の
チ
リ
地
震
津
波
の
時
、
私
は
小

学
３
年
生
で
し
た
が
、
被
災
し
て

津
波
の
怖
さ
を
学
ん
だ
」と
前
澤
さ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
防
災
学
習
の
場

を
兼
ね
た
施
設
と
し
て
体
験
学
習

館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
に
大
き

な
意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
八
戸
市
内
の
多
く
の
小
中
学
校

が
校
外
学
習
で
当
館
に
訪
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
私
が
子
ど
も
た
ち
に
必

ず
伝
え
る
の
は
、
震
災
の
恐
ろ
し

さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
、
そ
し
て
見

て
学
ん
だ
こ
と
を
家
族
に
話
し
て

ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
」

　

八
戸
市
は
海
岸
線
は
長
い
が「
高

台
や
内
陸
に
住
む
市
民
で
、
津
波

は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
が

い
っ
ぱ
い
い
る
。
津
波
の
時
、
ど
こ

に
住
ん
で
い
る
か
で
は
な
く
、
ど

こ
に
い
る
か
が
問
題
。
ま
ず
は
普
段

か
ら
の
物
心
両
面
の
準
備
が
大
切
」

　

前
澤
さ
ん
は「
津
波
て
ん
で
ん
こ

（
※
）」と
同
様
の
意
味
で
、
古
く
か

ら
八
戸
地
方
で
語
り
継
が
れ
て
い

る「
津
波
て
ん
で
に
」の
言
葉
と
思

想
が
、
も
っ
と
広
が
る
こ
と
に
期

待
を
寄
せ
ま
す
。

　

前
澤
さ
ん
は
体
験
学
習
館
で
語

り
部
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

他
の
職
員
も
展
示
解
説
を
し
て
く

れ
ま
す
。

　

体
験
学
習
館
の
あ
る
館
鼻
公
園

は
も
と
も
と
避
難
場
所
で
し
た
。

一
昨
年
３
月
、
正
式
に
避
難
所
に

指
定
さ
れ
、
館
内
に
備
蓄
品
な
ど

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
先

頃
発
表
さ
れ
た
日
本
海
溝
で
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
八
戸
市

で
は
最
大
26
・
１
㍍
の
津
波
が
予

測
さ
れ
、
予
断
の
許
さ
な
い
状
況

で
す
。

　

館
鼻
公
園
に
は「
地
震
海
鳴
り
ほ

ら
津
浪
」と
刻
ま
れ
た
、
昭
和
三
陸

地
震
津
波
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
う
し
た
教
訓
を
忘
れ
な
い
こ
と

が
何
よ
り
大
切
。
語
り
伝
え
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
目
に
見
え
て
分
か

る
こ
と
が
理
解
を
深
め
や
す
い
。

当
館
も
そ
う
し
た
施
設
を
目
指
し

て
い
ま
す
」と
強
調
し
ま
す
。

※「
津
波
の
時
は
家
族
ば
ら
ば
ら
で
い

い
か
ら
、
高
所
に
避
難
す
る
な
ど
、

ま
ず
は
自
分
の
身
を
守
れ
」と
い
う

意
味

　

館
鼻
公
園
は
Ｊ
Ｒ
八
戸
線
・
陸

奥
湊
駅
の
北
西
に
位
置
す
る
小
高

い
丘
の
上
に
広
が
り
ま
す
。
古
く

は
日
和
山
と
呼
ば
れ
、
船
の
運
航

に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
園
内
に
は
八
戸
市
の
四
方

を
見
渡
せ
る「
グ
レ
ッ
ト
タ
ワ
ー
み

な
と
」（
高
さ
24
・
2
㍍
）が
あ
り
、

八
戸
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
す
。

　

こ
の
地
に
あ
っ
た
２
階
建
て
の
旧

八
戸
測
候
所
は
築
30
年
弱
で
、
新
た

な
活
用
を
検
討
し
て
い
た
矢
先
に
震

災
が
発
生
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

津
波
被
害
を
伝
え
、
防
災
を
学
習
す

る
場
と
と
も
に
、
地
域
の
歴
史
と
文

化
を
紹
介
す
る
施
設
に
改
修
し
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
設
け
、
２
０
１
９
年
７

月
に
八
戸
市
み
な
と
体
験
学
習
館
と

し
て
開
館
し
ま
し
た
。

　

延
べ
床
面
積
は
約
９
０
０
平
方

㍍
と
大
き
な
施
設
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
を
コ
ン

パ
ク
ト
に
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
１
階
受

付
か
ら
入
っ
て
す
ぐ
の「
震
災
タ
イ

ム
ト
ン
ネ
ル
」は
通
路
を
活
用
し
、

照
明
を
落
と
し
た
空
間
で
、
震
災

に
よ
る
大
規
模
な
災
害
の
様
子
を

映
像
と
音
響
で
紹
介
。
震
災
が
い

か
に
深
刻
な
被
害
だ
っ
た
の
か
目

と
耳
で
体
感
で
き
る
内
容
で
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
先
に
あ
る

「
津
波
ア
ー
カ
イ
ブ
」で
は
時
系
列

で
主
な
出
来
事
を
パ
ネ
ル
で
説
明
。

震
災
時
に
八
戸
市
は
八
戸
港
な
ど

が
津
波
に
襲
わ
れ
、
湾
岸
地
区
に

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
発

生
翌
日
午
前
０
時
時
点
で
避
難
所

69
カ
所
に
計
９
２
５
７
人
が
避
難

し
、
電
気
も
復
旧
し
な
い
中
、
不

安
な
夜
を
過
ご
し
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
防
災
用
品
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
。
折
り
た
た
み
式

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ

バ
ー
毛
布
の
ほ
か
、
非
常
持
ち
出

し
袋
に
収
納
さ
れ
て
い
る
携
帯
ト

イ
レ
セ
ッ
ト
、
軍
手
と
タ
オ
ル
の

圧
縮
セ
ッ
ト
な
ど
、
普
段
目
に
す

る
機
会
の
な
い
グ
ッ
ズ
が
並
び
、

備
え
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

２
階
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
食

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

併
設
さ
れ
た
カ
フ
ェ
で
味
わ
え
ま

す
。
実
際
に
被
災
し
た
時
は
防
災

食
を
リ
ア
ル
に
体
験
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
缶
パ
ン
や
温
め
な

く
て
も
お
い
し
い
レ
ト
ル
ト
の
カ

レ
ー
、
シ
チ
ュ
ー
な
ど
が
あ
る
の

で
、
来
館
し
た
ら
ぜ
ひ
味
わ
っ
て

み
て
は
い
か
が
。

　

開
館
は
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

（
７
、８
月
は
午
後
９
時
ま
で
）。
月

曜
と
年
末
年
始
は
休
館
で
す
。
入

館
無
料
。
連
絡
先
０
１
７
８（
３
８
）

０
３
８
５
。

23

グレットタワーみなとから見下ろしたグレットタワーみなとから見下ろした
八戸市みなと体験学習館八戸市みなと体験学習館
グレットタワーみなとから見下ろした
八戸市みなと体験学習館

八
戸
市
で
は
数
少
な
い
語
り
部
と
し
て
も
活
動
す
る
前
澤
さ
ん

防
災
用
品
コ
ー
ナ
ー
も

物
心
両
面
の
準
備
大
切

八戸港震災復興メモリアル看板八戸港震災復興メモリアル看板
八戸市
水産科学館
マリエント

八戸市
水産科学館
マリエント

蕪嶋神社蕪嶋神社

八戸港フェリーターミナル八戸港フェリーターミナル

青森労災病院青森労災病院

45

八戸市みなと体験
学習館
八戸市みなと体験
学習館 鮫駅鮫駅

白銀駅白銀駅

陸奥湊駅陸奥湊駅

JR
八
戸
線

JR
八
戸
線

小中野駅小中野駅
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MAP

「
津
波
て
ん
で
に
」
広
め
た
い

八
戸
市
み
な
と
体
験
学
習
館
長
の
前
澤
さ
ん

通
路
の
暗
い
空
間
を
活
用
し
た

「
震
災
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
」

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
防
災
食
を

展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー

測
候
所
改
修
、震
災
被
害
伝
え
る

測
候
所
改
修
、震
災
被
害
伝
え
る

　
八
戸
港
を
眼
下
に
望
む
館
鼻
公
園
の
一
角
に
あ
る「
八
戸
市
み
な
と
体
験
学
習
館（
愛

　
八
戸
港
を
眼
下
に
望
む
館
鼻
公
園
の
一
角
に
あ
る「
八
戸
市
み
な
と
体
験
学
習
館（
愛

　
八
戸
港
を
眼
下
に
望
む
館
鼻
公
園
の
一
角
に
あ
る「
八
戸
市
み
な
と
体
験
学
習
館（
愛

　
八
戸
港
を
眼
下
に
望
む
館
鼻
公
園
の
一
角
に
あ
る「
八
戸
市
み
な
と
体
験
学
習
館（
愛

　
八
戸
港
を
眼
下
に
望
む
館
鼻
公
園
の
一
角
に
あ
る「
八
戸
市
み
な
と
体
験
学
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愛
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み
な
っ
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み
な
っ
知ち
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迎
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戸
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、
今
年
７
月
に
開
館
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
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気
象
庁
の
旧
八
戸

測
候
所
を
改
修
し
た
施
設
で
、
地
域
の
歴
史
紹
介
や
東
日
本
大
震
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被
害
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伝
え
る
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所
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し
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史
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介
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愛
称
・
み
な
っ
知
）

　
八
戸
港
を
眼
下
に
望
む
館
鼻
公
園
の
一
角
に
あ
る「
八
戸
市
み
な
と
体
験
学
習
館（
愛

称
・
み
な
っ
知ち

）」は
、
今
年
７
月
に
開
館
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
気
象
庁
の
旧
八
戸

測
候
所
を
改
修
し
た
施
設
で
、
地
域
の
歴
史
紹
介
や
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
伝
え
る

学
習
の
場
で
す
。
震
災
伝
承
施
設
の
第
３
分
類
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。



　
「
こ
の
体
験
学
習
館
が
あ
る
館
鼻

公
園
は
海
抜
27
㍍
。
新
井
田
川
の

河
口
か
ら
50
㍍
く
ら
い
し
か
離
れ

て
い
な
い
。
こ
の
付
近
は
昔
、
多

く
の
漁
師
が
生
活
し
て
い
た
地
域
。

津
波
が
あ
れ
ば
、
み
ん
な
こ
こ
に

避
難
し
て
来
た
」

　

こ
う
語
る
の
は
開
館
時
か
ら
館

長
を
務
め
る
前
澤
時
廣
さ
ん（
70
）。

体
験
学
習
館
が
あ
る
湊
町
地
域
の

出
身
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
地
元

の
栄
枯
盛
衰
を
見
て
き
ま
し
た
。

体
験
学
習
館
の
２
階
に
は
高
さ
２
・

６
㍍
、
幅
13
㍍
の
ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー

ン
で
八
戸
の
歴
史
や
四
季
を
映
像

で
紹
介
す
る「
湊
ワ
イ
ド
ス
コ
ー

プ
」や
、
昭
和
30
年
代
の
地
元
の
風

景
を
再
現
し
た
ミ
ニ
ジ
オ
ラ
マ
の

展
示
が
あ
り
、
郷
愁
を
誘
い
ま
す
。

館
長
就
任
ま
で
は
７
期
に
わ
た
り

市
議
会
議
員
と
し
て
市
勢
発
展
に

関
わ
り
、
副
議
長
に
も
就
任
し
ま

し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
八
戸
市
は
死

者
、
行
方
不
明
者
各
１
人
。
青
森

県
全
体
で
も
死
者
、
行
方
不
明
者

計
４
人
と
震
源
地
か
ら
遠
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
宮
城
、
岩
手
、
福

島
の
３
県
と
比
べ
て
人
的
被
害
は

少
な
く
て
済
み
ま
し
た
。
被
害
額

は
県
全
体
で
１
３
０
０
億
円
を
超

え
、
こ
の
う
ち
１
２
０
０
億
円
が

八
戸
市
分
。
船
舶
や
沿
岸
部
の
工

場
、
港
湾
イ
ン
フ
ラ
の
被
害
が
集

中
し
ま
し
た
。

　

八
戸
市
は
何
度
も
津
波
に
泣
か

さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

「
近
代
観
測
以
降
だ
と
明
治
三
陸
地

震
津
波
で
青
森
県
は
死
者
３
４
５

人
を
数
え
ま
し
た
。
１
９
６
０
年

の
チ
リ
地
震
津
波
の
時
、
私
は
小

学
３
年
生
で
し
た
が
、
被
災
し
て

津
波
の
怖
さ
を
学
ん
だ
」と
前
澤
さ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
防
災
学
習
の
場

を
兼
ね
た
施
設
と
し
て
体
験
学
習

館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
に
大
き

な
意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
八
戸
市
内
の
多
く
の
小
中
学
校

が
校
外
学
習
で
当
館
に
訪
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
私
が
子
ど
も
た
ち
に
必

ず
伝
え
る
の
は
、
震
災
の
恐
ろ
し

さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
、
そ
し
て
見

て
学
ん
だ
こ
と
を
家
族
に
話
し
て

ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
」

　

八
戸
市
は
海
岸
線
は
長
い
が「
高

台
や
内
陸
に
住
む
市
民
で
、
津
波

は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
が

い
っ
ぱ
い
い
る
。
津
波
の
時
、
ど
こ

に
住
ん
で
い
る
か
で
は
な
く
、
ど

こ
に
い
る
か
が
問
題
。
ま
ず
は
普
段

か
ら
の
物
心
両
面
の
準
備
が
大
切
」

　

前
澤
さ
ん
は「
津
波
て
ん
で
ん
こ

（
※
）」と
同
様
の
意
味
で
、
古
く
か

ら
八
戸
地
方
で
語
り
継
が
れ
て
い

る「
津
波
て
ん
で
に
」の
言
葉
と
思

想
が
、
も
っ
と
広
が
る
こ
と
に
期

待
を
寄
せ
ま
す
。

　

前
澤
さ
ん
は
体
験
学
習
館
で
語

り
部
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

他
の
職
員
も
展
示
解
説
を
し
て
く

れ
ま
す
。

　

体
験
学
習
館
の
あ
る
館
鼻
公
園

は
も
と
も
と
避
難
場
所
で
し
た
。

一
昨
年
３
月
、
正
式
に
避
難
所
に

指
定
さ
れ
、
館
内
に
備
蓄
品
な
ど

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
先

頃
発
表
さ
れ
た
日
本
海
溝
で
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
八
戸
市

で
は
最
大
26
・
１
㍍
の
津
波
が
予

測
さ
れ
、
予
断
の
許
さ
な
い
状
況

で
す
。

　

館
鼻
公
園
に
は「
地
震
海
鳴
り
ほ

ら
津
浪
」と
刻
ま
れ
た
、
昭
和
三
陸

地
震
津
波
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
う
し
た
教
訓
を
忘
れ
な
い
こ
と

が
何
よ
り
大
切
。
語
り
伝
え
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
目
に
見
え
て
分
か

る
こ
と
が
理
解
を
深
め
や
す
い
。

当
館
も
そ
う
し
た
施
設
を
目
指
し

て
い
ま
す
」と
強
調
し
ま
す
。

※「
津
波
の
時
は
家
族
ば
ら
ば
ら
で
い

い
か
ら
、
高
所
に
避
難
す
る
な
ど
、

ま
ず
は
自
分
の
身
を
守
れ
」と
い
う

意
味

　

館
鼻
公
園
は
Ｊ
Ｒ
八
戸
線
・
陸

奥
湊
駅
の
北
西
に
位
置
す
る
小
高

い
丘
の
上
に
広
が
り
ま
す
。
古
く

は
日
和
山
と
呼
ば
れ
、
船
の
運
航

に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
園
内
に
は
八
戸
市
の
四
方

を
見
渡
せ
る「
グ
レ
ッ
ト
タ
ワ
ー
み

な
と
」（
高
さ
24
・
2
㍍
）が
あ
り
、

八
戸
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
す
。

　

こ
の
地
に
あ
っ
た
２
階
建
て
の
旧

八
戸
測
候
所
は
築
30
年
弱
で
、
新
た

な
活
用
を
検
討
し
て
い
た
矢
先
に
震

災
が
発
生
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

津
波
被
害
を
伝
え
、
防
災
を
学
習
す

る
場
と
と
も
に
、
地
域
の
歴
史
と
文

化
を
紹
介
す
る
施
設
に
改
修
し
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
設
け
、
２
０
１
９
年
７

月
に
八
戸
市
み
な
と
体
験
学
習
館
と

し
て
開
館
し
ま
し
た
。

　

延
べ
床
面
積
は
約
９
０
０
平
方

㍍
と
大
き
な
施
設
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
を
コ
ン

パ
ク
ト
に
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
１
階
受

付
か
ら
入
っ
て
す
ぐ
の「
震
災
タ
イ

ム
ト
ン
ネ
ル
」は
通
路
を
活
用
し
、

照
明
を
落
と
し
た
空
間
で
、
震
災

に
よ
る
大
規
模
な
災
害
の
様
子
を

映
像
と
音
響
で
紹
介
。
震
災
が
い

か
に
深
刻
な
被
害
だ
っ
た
の
か
目

と
耳
で
体
感
で
き
る
内
容
で
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
先
に
あ
る

「
津
波
ア
ー
カ
イ
ブ
」で
は
時
系
列

で
主
な
出
来
事
を
パ
ネ
ル
で
説
明
。

震
災
時
に
八
戸
市
は
八
戸
港
な
ど

が
津
波
に
襲
わ
れ
、
湾
岸
地
区
に

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
発

生
翌
日
午
前
０
時
時
点
で
避
難
所

69
カ
所
に
計
９
２
５
７
人
が
避
難

し
、
電
気
も
復
旧
し
な
い
中
、
不

安
な
夜
を
過
ご
し
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
防
災
用
品
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
。
折
り
た
た
み
式

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ

バ
ー
毛
布
の
ほ
か
、
非
常
持
ち
出

し
袋
に
収
納
さ
れ
て
い
る
携
帯
ト

イ
レ
セ
ッ
ト
、
軍
手
と
タ
オ
ル
の

圧
縮
セ
ッ
ト
な
ど
、
普
段
目
に
す

る
機
会
の
な
い
グ
ッ
ズ
が
並
び
、

備
え
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

２
階
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
食

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

併
設
さ
れ
た
カ
フ
ェ
で
味
わ
え
ま

す
。
実
際
に
被
災
し
た
時
は
防
災

食
を
リ
ア
ル
に
体
験
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
缶
パ
ン
や
温
め
な

く
て
も
お
い
し
い
レ
ト
ル
ト
の
カ

レ
ー
、
シ
チ
ュ
ー
な
ど
が
あ
る
の

で
、
来
館
し
た
ら
ぜ
ひ
味
わ
っ
て

み
て
は
い
か
が
。

　

開
館
は
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

（
７
、８
月
は
午
後
９
時
ま
で
）。
月

曜
と
年
末
年
始
は
休
館
で
す
。
入

館
無
料
。
連
絡
先
０
１
７
８（
３
８
）

０
３
８
５
。
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、
今
年
７
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開
館
４
年
目
を
迎
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。
気
象
庁
の
旧
八
戸

測
候
所
を
改
修
し
た
施
設
で
、
地
域
の
歴
史
紹
介
や
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
伝
え
る

測
候
所
を
改
修
し
た
施
設
で
、
地
域
の
歴
史
紹
介
や
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
伝
え
る

測
候
所
を
改
修
し
た
施
設
で
、
地
域
の
歴
史
紹
介
や
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
伝
え
る

測
候
所
を
改
修
し
た
施
設
で
、
地
域
の
歴
史
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や
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本
大
震
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被
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を
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え
る
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地
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ま
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八
戸
港
を
眼
下
に
望
む
館
鼻
公
園
の
一
角
に
あ
る「
八
戸
市
み
な
と
体
験
学
習
館（
愛

称
・
み
な
っ
知ち

）」は
、
今
年
７
月
に
開
館
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
気
象
庁
の
旧
八
戸

測
候
所
を
改
修
し
た
施
設
で
、
地
域
の
歴
史
紹
介
や
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
伝
え
る

学
習
の
場
で
す
。
震
災
伝
承
施
設
の
第
３
分
類
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。



　

か
つ
て
福
島
県
浜
通
り
の
双
葉

郡
に
あ
っ
た
五
つ
の
高
校
は
震
災

に
よ
り
生
徒
募
集
が
停
止
さ
れ
ま

し
た
。
ふ
た
ば
未
来
学
園
は
そ
れ

ら
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
双
葉
郡
唯

一
の
高
校
で
あ
り
県
立
の
中
高
一

貫
校
で
す
。

　

同
校
に
は
原
子
力
災
害
を
経
験
し

た
双
葉
郡
が
抱
え
る
課
題
を
掘
り
起

こ
し
、
解
決
に
向
け
て
生
徒
が
主
体

と
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

む「
未
来
創
造
探
究
」と
い
う
特
色
あ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

1
年
次
に
原
発
事
故
の
影
響
を

受
け
た
双
葉
、
大
熊
、
富
岡
、
川
内

な
ど
双
葉
郡
８
町
村
を
巡
り
、
震

災
遺
構
を
見
学
し
た
り
住
民
の
話

を
じ
か
に
聞
い
た
り
し
て
、
被
災

地
の
現
状
を
知
り
地
域
が
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
掘
り
起
こ
し
ま
す
。

　

２
年
生
に
な
る
と
、
原
子
力
防

災
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

六
つ
の
探
究
分
野
か
ら
ゼ
ミ
一
つ

を
選
択
。
各
ゼ
ミ
に
分
か
れ
て
具

体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
各
自
が

設
定
し
、
実
践
し
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
ゼ
ミ
で
3
年
生
の

大お
お
わ
だ

和
田
蒼そ

ら空
さ
ん
と
三み
む
ら村
咲さ
あ
や綾
さ

ん
が
取
り
組
む
テ
ー
マ
は「
過
去
か

ら
今
の
防
災
へ
」。

　

６
月
に
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
の

後
、
自
ら
企
画
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
。
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を

想
定
し
災
害
時
に
取
る
べ
き
行
動

に
つ
い
て
、
全
校
生
徒
に
考
え
て

も
ら
う
機
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
「
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
生
徒
の
防
災
意
識
が
薄

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

原
発
事
故
に
つ
い
て
も
、
よ
く
知

ら
な
い
と
回
答
す
る
生
徒
が
い
た

こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
。

震
災
の
風
化
を
防
ぎ
、
語
り
継
ぐ

た
め
に
も
、
学
校
で
行
う
訓
練
の

在
り
方
を
も
う
一
度
見
直
し
た
方

が
い
い
と
考
え
ま
し
た
」と
大
和
田

さ
ん
は
き
っ
か
け
を
話
し
ま
す
。

　

生
徒
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
心
強
い
味
方
が「
双
葉
み
ら
い

ラ
ボ
」（
別
名「
地
域
協
働
ス
ペ
ー

ス
」）。
地
元
の
住
民
や
企
業
、
大

学
教
員
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
自
由
に
集
い
、
生
徒
が
取
り
組

む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け

て
後
押
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
双
葉
郡
唯
一
の
高
校
と
し
て
地

域
の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
将

来
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
を
担

え
る
人
材
、
震
災
を
語
り
継
げ
る

人
材
が
、
こ
の
学
校
か
ら
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
未

来
創
造
探
究
を
担
当
す
る
髙
野
寛

之
教
諭
は
話
し
ま
す
。
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語
り
部
を
務
め
る
の
は
五
十
嵐

ひ
で
子
さ
ん（
74
）。
相
馬
市
の
原
釜

尾
浜
海
水
浴
場
の
近
く
で
長
年
民

宿
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。「
あ
の
日

激
し
い
揺
れ
の
後
、
し
ば
ら
く
し

て
消
防
団
が
避
難
を
呼
び
掛
け
に

来
ま
し
た
が
、
私
と
夫
は
家
の
中

の
片
付
け
を
や
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
ざ
逃
げ
よ
う
と
、
同
居
し
て
い

た
叔
父
の
手
を
引
い
て
外
に
出
る

と
、
目
の
前
に
津
波
が
迫
っ
て
い

ま
し
た
。
３
人
で
近
く
の
木
に
よ

じ
登
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
波

に
飲
ま
れ
、
再
び
夫
と
叔
父
に
会

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

水
中
で
意
識
を
失
っ
た
五
十
嵐

さ
ん
は
、
が
れ
き
の
中
で
目
を
覚

ま
し
、
必
死
で
は
い
出
し
た
と
こ

ろ
を
発
見
さ
れ
、
九
死
に
一
生
を

得
ま
し
た
。「
あ
の
時
、
早
く
逃
げ

れ
ば
夫
も
叔
父
も
助
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
」。
後
悔
の
思
い
に
さ
い

な
ま
れ
る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
半
年
た
っ
た
頃
、
市

か
ら「
身
障
者
訪
問
チ
ェ
ッ
ク
員
」

の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
仮

設
住
宅
で
暮
ら
す
障
害
者
や
高
齢

者
宅
を
訪
問
し
、
話
し
相
手
に
な

る
仕
事
で
す
。

　
「
皆
さ
ん
と
昔
の
思
い
出
話
や
被

災
体
験
を
話
す
う
ち
、
徐
々
に
気

持
ち
が
ほ
ぐ
れ
て
き
ま
し
た
。
夫

は
波
に
流
さ
れ
る
時
、
私
の
名
前

を
何
度
も
呼
ん
で
く
れ
た
。
そ
れ

は『
お
ま
え
は
助
か
っ
て
人
の
役
に

立
て
』と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

２
０
１
２
年
の
秋
か
ら
語
り
部

活
動
を
始
め
た
五
十
嵐
さ
ん
。
相

馬
市
観
光
協
会
を
介
し
て
依
頼
を

受
け
、
教
育
旅
行
や
復
興
状
況
の

視
察
な
ど
で
祈
念
館
を
訪
れ
た
団

体
や
個
人
に
向
け
て
自
ら
の
経
験

を
伝
え
ま
し
た
。

　
「
津
波
の
映
像
を
見
る
と
当
時
の

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、
初
め
は
全

く
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
」と
振
り
返

り
ま
す
。
あ
る
時
、
高
校
生
に
向

け
て
語
り
部
を
し
た
後
、
女
子
生

徒
が
や
っ
て
来
て『
話
を
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』と

涙
を
浮
か
べ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　
「
自
分
が
精
い
っ
ぱ
い
話
し
た
こ

と
が
伝
わ
っ
た
と
実
感
す
る
と
と

も
に
、
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
、

あ
の
日
起
き
た
こ
と
を
伝
承
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
の
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
」

　

一
昨
年
に
は
相
馬
市
の
中
村
第

二
小
学
校
に
招
か
れ
、
語
り
部
を

行
い
ま
し
た
。
同
校
に
通
う
孫

娘
の
絆
さ
ん
が
、
五
十
嵐
さ
ん
の

活
動
を
学
校
に
紹
介
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
は『
自
分
の
命

は
自
分
で
守
っ
て
ね
。
一
度
逃
げ

た
ら
絶
対
に
戻
ら
な
い
で
』と
伝

え
ま
し
た
。
地
震
が
起
き
た
ら
ど

の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
い
い
の
か
、

家
族
や
身
近
な
人
と
話
し
合
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
震
災
の
教
訓
を

後
世
ま
で
つ
な
い
で
い
っ
て
ほ
し

い
。
私
も
体
が
元
気
な
う
ち
は
語
り

部
を
続
け
ま
す
」と
、
今
後
の
活
動

の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
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災
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相
馬
市
の
沿
岸
部
に
あ
る「
相
馬
市
伝
承
鎮
魂
祈
念
館
」は
、

東
日
本
大
震
災
以
前
の
風
景
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
来

訪
者
の
交
流
の
場
と
な
る
べ
く
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
同
館
を
拠

点
に
震
災
語
り
部
と
し
て
活
動
す
る
女
性
が
い
ま
す
。
自
ら
も

津
波
に
巻
き
込
ま
れ
、
九
死
に
一
生
を
得
た
経
験
か
ら「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
っ
て
」と
震
災
の
教
訓
を
訴
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
の
複
合
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
福

島
県
広
野
町
に
、
震
災
後
の
２
０
１
５
年
、
福
島
県
立
ふ
た
ば

未
来
学
園
高
等
学
校（
郡
司
完
校
長
）が
開
校
し
ま
し
た
。
同
校

で
は「
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
」を
主
軸
に
、
地
域
の
課
題
を

発
見
し
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
置
。
生

徒
た
ち
が
真
剣
に
課
題
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

地
元
の
小
学
校
で
語
り
部

地
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で
人
材
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成
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究
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祈念館の敷地に立つ慰霊碑。五十嵐さんの
夫と叔父の名前も刻まれています

震災前の原釜・尾浜地区の町並みを再現したジオラマで、自宅があった
場所を教えてくれた五十嵐さん

防災訓練のワークショップを企画した
左から三村さん、大和田さん、髙野教諭

原子力防災ゼミの3年生。各自が見つけた地域課題の解決に向け、活発に意見が交わされる原子力防災ゼミの3年生。各自が見つけた地域課題の解決に向け、活発に意見が交わされる原子力防災ゼミの3年生。各自が見つけた地域課題の解決に向け、活発に意見が交わされる



　

か
つ
て
福
島
県
浜
通
り
の
双
葉

郡
に
あ
っ
た
五
つ
の
高
校
は
震
災

に
よ
り
生
徒
募
集
が
停
止
さ
れ
ま

し
た
。
ふ
た
ば
未
来
学
園
は
そ
れ

ら
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
双
葉
郡
唯

一
の
高
校
で
あ
り
県
立
の
中
高
一

貫
校
で
す
。

　

同
校
に
は
原
子
力
災
害
を
経
験
し

た
双
葉
郡
が
抱
え
る
課
題
を
掘
り
起

こ
し
、
解
決
に
向
け
て
生
徒
が
主
体

と
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

む「
未
来
創
造
探
究
」と
い
う
特
色
あ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

1
年
次
に
原
発
事
故
の
影
響
を

受
け
た
双
葉
、
大
熊
、
富
岡
、
川
内

な
ど
双
葉
郡
８
町
村
を
巡
り
、
震

災
遺
構
を
見
学
し
た
り
住
民
の
話

を
じ
か
に
聞
い
た
り
し
て
、
被
災

地
の
現
状
を
知
り
地
域
が
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
掘
り
起
こ
し
ま
す
。

　

２
年
生
に
な
る
と
、
原
子
力
防

災
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

六
つ
の
探
究
分
野
か
ら
ゼ
ミ
一
つ

を
選
択
。
各
ゼ
ミ
に
分
か
れ
て
具

体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
各
自
が

設
定
し
、
実
践
し
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
ゼ
ミ
で
3
年
生
の

大お
お
わ
だ

和
田
蒼そ

ら空
さ
ん
と
三み
む
ら村
咲さ
あ
や綾
さ

ん
が
取
り
組
む
テ
ー
マ
は「
過
去
か

ら
今
の
防
災
へ
」。

　

６
月
に
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
の

後
、
自
ら
企
画
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
。
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を

想
定
し
災
害
時
に
取
る
べ
き
行
動

に
つ
い
て
、
全
校
生
徒
に
考
え
て

も
ら
う
機
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
「
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
生
徒
の
防
災
意
識
が
薄

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

原
発
事
故
に
つ
い
て
も
、
よ
く
知

ら
な
い
と
回
答
す
る
生
徒
が
い
た

こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
。

震
災
の
風
化
を
防
ぎ
、
語
り
継
ぐ

た
め
に
も
、
学
校
で
行
う
訓
練
の

在
り
方
を
も
う
一
度
見
直
し
た
方

が
い
い
と
考
え
ま
し
た
」と
大
和
田

さ
ん
は
き
っ
か
け
を
話
し
ま
す
。

　

生
徒
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
心
強
い
味
方
が「
双
葉
み
ら
い

ラ
ボ
」（
別
名「
地
域
協
働
ス
ペ
ー

ス
」）。
地
元
の
住
民
や
企
業
、
大

学
教
員
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
自
由
に
集
い
、
生
徒
が
取
り
組

む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け

て
後
押
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
双
葉
郡
唯
一
の
高
校
と
し
て
地

域
の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
将

来
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
を
担

え
る
人
材
、
震
災
を
語
り
継
げ
る

人
材
が
、
こ
の
学
校
か
ら
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
未

来
創
造
探
究
を
担
当
す
る
髙
野
寛

之
教
諭
は
話
し
ま
す
。
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語
り
部
を
務
め
る
の
は
五
十
嵐

ひ
で
子
さ
ん（
74
）。
相
馬
市
の
原
釜

尾
浜
海
水
浴
場
の
近
く
で
長
年
民

宿
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。「
あ
の
日

激
し
い
揺
れ
の
後
、
し
ば
ら
く
し

て
消
防
団
が
避
難
を
呼
び
掛
け
に

来
ま
し
た
が
、
私
と
夫
は
家
の
中

の
片
付
け
を
や
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
ざ
逃
げ
よ
う
と
、
同
居
し
て
い

た
叔
父
の
手
を
引
い
て
外
に
出
る

と
、
目
の
前
に
津
波
が
迫
っ
て
い

ま
し
た
。
３
人
で
近
く
の
木
に
よ

じ
登
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
波

に
飲
ま
れ
、
再
び
夫
と
叔
父
に
会

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

水
中
で
意
識
を
失
っ
た
五
十
嵐

さ
ん
は
、
が
れ
き
の
中
で
目
を
覚

ま
し
、
必
死
で
は
い
出
し
た
と
こ

ろ
を
発
見
さ
れ
、
九
死
に
一
生
を

得
ま
し
た
。「
あ
の
時
、
早
く
逃
げ

れ
ば
夫
も
叔
父
も
助
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
」。
後
悔
の
思
い
に
さ
い

な
ま
れ
る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
半
年
た
っ
た
頃
、
市

か
ら「
身
障
者
訪
問
チ
ェ
ッ
ク
員
」

の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
仮

設
住
宅
で
暮
ら
す
障
害
者
や
高
齢

者
宅
を
訪
問
し
、
話
し
相
手
に
な

る
仕
事
で
す
。

　
「
皆
さ
ん
と
昔
の
思
い
出
話
や
被

災
体
験
を
話
す
う
ち
、
徐
々
に
気

持
ち
が
ほ
ぐ
れ
て
き
ま
し
た
。
夫

は
波
に
流
さ
れ
る
時
、
私
の
名
前

を
何
度
も
呼
ん
で
く
れ
た
。
そ
れ

は『
お
ま
え
は
助
か
っ
て
人
の
役
に

立
て
』と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

２
０
１
２
年
の
秋
か
ら
語
り
部

活
動
を
始
め
た
五
十
嵐
さ
ん
。
相

馬
市
観
光
協
会
を
介
し
て
依
頼
を

受
け
、
教
育
旅
行
や
復
興
状
況
の

視
察
な
ど
で
祈
念
館
を
訪
れ
た
団

体
や
個
人
に
向
け
て
自
ら
の
経
験

を
伝
え
ま
し
た
。

　
「
津
波
の
映
像
を
見
る
と
当
時
の

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、
初
め
は
全

く
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
」と
振
り
返

り
ま
す
。
あ
る
時
、
高
校
生
に
向

け
て
語
り
部
を
し
た
後
、
女
子
生

徒
が
や
っ
て
来
て『
話
を
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』と

涙
を
浮
か
べ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　
「
自
分
が
精
い
っ
ぱ
い
話
し
た
こ

と
が
伝
わ
っ
た
と
実
感
す
る
と
と

も
に
、
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
、

あ
の
日
起
き
た
こ
と
を
伝
承
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
の
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
」

　

一
昨
年
に
は
相
馬
市
の
中
村
第

二
小
学
校
に
招
か
れ
、
語
り
部
を

行
い
ま
し
た
。
同
校
に
通
う
孫

娘
の
絆
さ
ん
が
、
五
十
嵐
さ
ん
の

活
動
を
学
校
に
紹
介
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
は『
自
分
の
命

は
自
分
で
守
っ
て
ね
。
一
度
逃
げ

た
ら
絶
対
に
戻
ら
な
い
で
』と
伝

え
ま
し
た
。
地
震
が
起
き
た
ら
ど

の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
い
い
の
か
、

家
族
や
身
近
な
人
と
話
し
合
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
震
災
の
教
訓
を

後
世
ま
で
つ
な
い
で
い
っ
て
ほ
し

い
。
私
も
体
が
元
気
な
う
ち
は
語
り

部
を
続
け
ま
す
」と
、
今
後
の
活
動

の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

3.11伝承ロード3.11伝承ロード

震
災
の
教
訓
を
次
世
代
へ
伝
承

震
災
の
教
訓
を
次
世
代
へ
伝
承

「
相
馬
市
伝
承
鎮
魂
祈
念
館
」震
災
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り
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五
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さ
ん

　

相
馬
市
の
沿
岸
部
に
あ
る「
相
馬
市
伝
承
鎮
魂
祈
念
館
」は
、

東
日
本
大
震
災
以
前
の
風
景
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
来

訪
者
の
交
流
の
場
と
な
る
べ
く
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
同
館
を
拠

点
に
震
災
語
り
部
と
し
て
活
動
す
る
女
性
が
い
ま
す
。
自
ら
も

津
波
に
巻
き
込
ま
れ
、
九
死
に
一
生
を
得
た
経
験
か
ら「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
っ
て
」と
震
災
の
教
訓
を
訴
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
の
複
合
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
福

島
県
広
野
町
に
、
震
災
後
の
２
０
１
５
年
、
福
島
県
立
ふ
た
ば

未
来
学
園
高
等
学
校（
郡
司
完
校
長
）が
開
校
し
ま
し
た
。
同
校

で
は「
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
」を
主
軸
に
、
地
域
の
課
題
を

発
見
し
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
置
。
生

徒
た
ち
が
真
剣
に
課
題
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

地
元
の
小
学
校
で
語
り
部

地
域
協
働
で
人
材
育
成

被
災
地
の
現
状
知
り
課
題
探
究

被
災
地
の
現
状
知
り
課
題
探
究

福
島
県
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ふ
た
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未
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学
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高
等
学
校

J
R
常
磐
線

J
R
常
磐
線

駒ケ嶺駅駒ケ嶺駅

相馬市伝承
鎮魂祈念館
相馬市伝承
鎮魂祈念館

震災伝承看板震災伝承看板

113

6

38
272

375

相馬光陽
サッカー場
相馬光陽
サッカー場

相馬光陽ソフトボール場相馬光陽ソフトボール場

松川浦漁港松川浦漁港

原釜尾浜
海水浴場
原釜尾浜
海水浴場

原釜尾浜
防災緑地
原釜尾浜
防災緑地

相馬復興
市民市場
浜の駅 松川浦

相馬復興
市民市場
浜の駅 松川浦

MAP

祈念館の敷地に立つ慰霊碑。五十嵐さんの
夫と叔父の名前も刻まれています

震災前の原釜・尾浜地区の町並みを再現したジオラマで、自宅があった
場所を教えてくれた五十嵐さん

防災訓練のワークショップを企画した
左から三村さん、大和田さん、髙野教諭

原子力防災ゼミの3年生。各自が見つけた地域課題の解決に向け、活発に意見が交わされる原子力防災ゼミの3年生。各自が見つけた地域課題の解決に向け、活発に意見が交わされる原子力防災ゼミの3年生。各自が見つけた地域課題の解決に向け、活発に意見が交わされる



　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復

興
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
整
備
を
行
っ
て
き
た
復
興

道
路
・
復
興
支
援
道
路
に
つ
い
て
、

適
切
な
道
路
維
持
・
管
理
を
行
う

た
め
、
南
三
陸
沿
岸
国
道
事
務
所

（
釜
石
市
）が
昨
年
４
月
に
新
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

管
理
区
間
は
三
陸
道
が
鳴
瀬
奥

松
島
〜
山
田
南
Ｉ
Ｃ
間
の
１
７
５

㌔
、
釜
石
自
動
車
道
の
釜
石
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
〜
東
和
Ｉ
Ｃ
間
の
67

㌔
、
国
道
45
号
の
岩
手
県
境
〜
大

槌
町
間
の
81
㌔
。
自
動
車
専
用
道

路
の
直
轄
管
理
延
長
と
し
て
は
全

国
で
一
番
長
い
距
離
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
三
陸
道
の
管
理
区
間
で

は
、
１
９
９
３
年
３
月
に
当
時
の

ビ
ス
エ
リ
ア
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
が
な
い
代
わ
り
、
沿
線
に
続
々

と
新
設
さ
れ
た
道
の
駅
な
ど
の
観

光
施
設
も
盛
況
で
す
。

　

昨
年
6
月
に
は
国
、
県
、
宮
城

県
内
の
沿
線
自
治
体
で
三
陸
道
の

利
活
用
に
関
す
る
戦
略
会
議
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
三
陸
道
を
地
域

活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
、
三
陸
沿

岸
エ
リ
ア
全
体
と
し
て
の
さ
ら
な

る
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

復
興
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
整
備
が
進
め
ら

れ
た
三
陸
道
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
10
年
と
な
る
昨
年
３
月
、
宮
城

県
内
１
２
６
㌔
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

震
災
以
降
に
開
通
し
た
登
米
東

和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）以

北
の
宮
城
県
内
区
間
の
施
工
を
担

当
し
た
の
が
仙
台
河
川
国
道
事
務

所（
仙
台
市
太
白
区
）。
将
来
、
再

び
津
波
災
害
が
起
こ
っ
て
も
道
路

を
寸
断
さ
せ
る
こ
と
な
く
交
通
機

能
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
震
災
の

津
波
浸
水
区
域
を
回
避
す
る
ル
ー

ト
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
時
は
三
陸
道
が
地

域
住
民
の
避
難
場
所
と
な
る
よ
う

19
カ
所（
宮
城
県
内
分
）の
避
難
階
段

を
設
置
す
る
な
ど
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
命
を
守
れ
る
機
能
を
重
視

し
ま
し
た
。

　

区
間
の
中
で
三
陸
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
と
も
い
え
る
の
が
、
気
仙
沼
湾

を
ま
た
ぐ
全
長
１
３
４
４
㍍
の「
気

仙
沼
湾
横
断
橋（
愛
称
・
か
な
え
お

お
は
し
）」。
従
来
の
基
準
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
東
日
本
大
震
災
級
の

自
然
災
害
に
も
耐
え
ら
れ
る「
災
害

に
強
い
構
造
」を
実
現
し
ま
し
た
。

　

ル
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
デ
ザ
イ
ン

や
色
彩
、
気
仙
沼
湾
を
運
航
す
る

船
舶
へ
の
影
響
に
配
慮
し
た
安
全

対
策
ま
で
、
計
画
段
階
か
ら
地
域

住
民
と
積
極
的
に
意
見
を
交
換
し

ま
し
た
。

　

例
え
ば
橋
脚
が
気
仙
沼
湾
を
通

過
す
る
船
や
周
り
の
道
路
、
養
殖

場
の
障
害
に
な
ら
な
い
の
は
も
ち

ろ
ん
、
安
全
性
や
コ
ス
ト
面
、
将

来
の
維
持
管
理
な
ど
に
も
配
慮
。

海
上
部
は
２
本
の
主
塔
と
ケ
ー
ブ

ル
で
支
え
る「
斜
張
橋
」と
呼
ば
れ

る
形
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
中
も
船
舶
や
フ
ェ
リ
ー
の

安
全
な
往
来
は
も
ち
ろ
ん
、
水
質

汚
濁
の
防
止
に
も
細
心
の
注
意
を

払
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
住
民
の
期
待
を
背
負
っ

て
完
成
し
た
気
仙
沼
湾
横
断
橋
は

夜
間
、
気
仙
沼
市
に
よ
る
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
橋
自
体
が
観
光

名
所
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
内
全
線
開
通
か
ら
１
年

半
。
仙
台
、
気
仙
沼
両
市
の
移
動

時
間
は
1
時
間
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

定
時
性
、
走
行
安
定
性
、
輸
送
力

向
上
な
ど
に
よ
り
沿
線
で
は
I
C

５
㌔
圏
内
を
中
心
に
企
業
立
地
が

進
み
、
水
産
業
、
農
業
と
い
っ
た

１
次
産
業
の
復
興
は
も
ち
ろ
ん
、

観
光
入
り
込
み
数
も
上
昇
。
観
光

地
の
平
均
滞
在
時
間
も
延
び
、
サ
ー
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岸
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全
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し
た
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沿
岸
道
路

　

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
津
波
の
被
害
を
受
け
た
太
平
洋
沿
岸
地
域
に
計
画
さ
れ
た
高
規
格

道
路「
三
陸
沿
岸
道
路（
三
陸
道
）」が
昨
年
12
月
、
仙
台
市
宮
城
野
区（
仙
台
港
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
）か
ら
八
戸
市（
東
北
自
動
車
道
八
戸
線
・
八
戸
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
）ま
で
全
通
し
ま
し
た
。

総
延
長
３
５
９
㌔
で
、
震
災
か
ら
の
復
興
道
路
と
し
て
の
位
置
付
け
と
、
か
つ
て「
陸
の
孤
島
」と

呼
ば
れ
、
高
速
交
通
体
系
か
ら
外
れ
て
い
た
三
陸
沿
岸
と
各
方
面
を
短
時
間
で
結
ぶ
道
路
と
し

て
、
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
陸
道
の
建
設
、
維
持
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
国

土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
の
三
つ
の
国
道
事
務
所
に
、
建
設
時
の
苦
労
や
今
後
の
整
備
、
沿
線

の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。
沿
線
に
は
震
災
伝
承
施
設
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
三
陸

道
を
利
用
し
て
巡
っ
て
み
て
は
い
か
が
。

リ
ア
ス
海
岸
に
未
来
を
運
ぶ

（
仙
台
市
宮
城
野
区
〜
八
戸
市
3
5
9
㌔
）

計
画
段
階
か
ら
住
民
と
意
見
交
換

特
有
の
地
理
的
条
件
を
常
に
念
頭

各
地
に
震
災
伝
承
施
設
が
点
在

各
地
に
震
災
伝
承
施
設
が
点
在

関
係
者
で
戦
略
会
議

復
興
象
徴
気
仙
沼
湾
横
断
橋

仙
台
河
川
国
道
事
務
所（
仙
台
市
太
白
区
）

未
来
へ
つ
な
ぐ
橋
と
ト
ン
ネ
ル

南
三
陸
沿
岸
国
道
事
務
所（
釜
石
市
）
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八戸市みなと体験学習館1
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※2022年8月1日現在
三陸道と釜石道が接続する釜石ジャンクション
（写真提供：南三陸沿岸国道事務所）

気仙沼鹿折インターチェンジ付近は山の切り通しやトンネルが続く
（写真提供：仙台河川国道事務所）

気嵐（けあらし）がうっすらと漂い幻想的な早朝の気仙沼湾横断橋（写真提供：仙台河川国道事務所）



　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復

興
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
整
備
を
行
っ
て
き
た
復
興

道
路
・
復
興
支
援
道
路
に
つ
い
て
、

適
切
な
道
路
維
持
・
管
理
を
行
う

た
め
、
南
三
陸
沿
岸
国
道
事
務
所

（
釜
石
市
）が
昨
年
４
月
に
新
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

管
理
区
間
は
三
陸
道
が
鳴
瀬
奥

松
島
〜
山
田
南
Ｉ
Ｃ
間
の
１
７
５

㌔
、
釜
石
自
動
車
道
の
釜
石
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
〜
東
和
Ｉ
Ｃ
間
の
67

㌔
、
国
道
45
号
の
岩
手
県
境
〜
大

槌
町
間
の
81
㌔
。
自
動
車
専
用
道

路
の
直
轄
管
理
延
長
と
し
て
は
全

国
で
一
番
長
い
距
離
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
三
陸
道
の
管
理
区
間
で

は
、
１
９
９
３
年
３
月
に
当
時
の

ビ
ス
エ
リ
ア
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
が
な
い
代
わ
り
、
沿
線
に
続
々

と
新
設
さ
れ
た
道
の
駅
な
ど
の
観

光
施
設
も
盛
況
で
す
。

　

昨
年
6
月
に
は
国
、
県
、
宮
城

県
内
の
沿
線
自
治
体
で
三
陸
道
の

利
活
用
に
関
す
る
戦
略
会
議
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
三
陸
道
を
地
域

活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
、
三
陸
沿

岸
エ
リ
ア
全
体
と
し
て
の
さ
ら
な

る
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

復
興
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
整
備
が
進
め
ら

れ
た
三
陸
道
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
10
年
と
な
る
昨
年
３
月
、
宮
城

県
内
１
２
６
㌔
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

震
災
以
降
に
開
通
し
た
登
米
東

和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）以

北
の
宮
城
県
内
区
間
の
施
工
を
担

当
し
た
の
が
仙
台
河
川
国
道
事
務

所（
仙
台
市
太
白
区
）。
将
来
、
再

び
津
波
災
害
が
起
こ
っ
て
も
道
路

を
寸
断
さ
せ
る
こ
と
な
く
交
通
機

能
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
震
災
の

津
波
浸
水
区
域
を
回
避
す
る
ル
ー

ト
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
時
は
三
陸
道
が
地

域
住
民
の
避
難
場
所
と
な
る
よ
う

19
カ
所（
宮
城
県
内
分
）の
避
難
階
段

を
設
置
す
る
な
ど
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
命
を
守
れ
る
機
能
を
重
視

し
ま
し
た
。

　

区
間
の
中
で
三
陸
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
と
も
い
え
る
の
が
、
気
仙
沼
湾

を
ま
た
ぐ
全
長
１
３
４
４
㍍
の「
気

仙
沼
湾
横
断
橋（
愛
称
・
か
な
え
お

お
は
し
）」。
従
来
の
基
準
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
東
日
本
大
震
災
級
の

自
然
災
害
に
も
耐
え
ら
れ
る「
災
害

に
強
い
構
造
」を
実
現
し
ま
し
た
。

　

ル
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
デ
ザ
イ
ン

や
色
彩
、
気
仙
沼
湾
を
運
航
す
る

船
舶
へ
の
影
響
に
配
慮
し
た
安
全

対
策
ま
で
、
計
画
段
階
か
ら
地
域

住
民
と
積
極
的
に
意
見
を
交
換
し

ま
し
た
。

　

例
え
ば
橋
脚
が
気
仙
沼
湾
を
通

過
す
る
船
や
周
り
の
道
路
、
養
殖

場
の
障
害
に
な
ら
な
い
の
は
も
ち

ろ
ん
、
安
全
性
や
コ
ス
ト
面
、
将

来
の
維
持
管
理
な
ど
に
も
配
慮
。

海
上
部
は
２
本
の
主
塔
と
ケ
ー
ブ

ル
で
支
え
る「
斜
張
橋
」と
呼
ば
れ

る
形
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
中
も
船
舶
や
フ
ェ
リ
ー
の

安
全
な
往
来
は
も
ち
ろ
ん
、
水
質

汚
濁
の
防
止
に
も
細
心
の
注
意
を

払
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
住
民
の
期
待
を
背
負
っ

て
完
成
し
た
気
仙
沼
湾
横
断
橋
は

夜
間
、
気
仙
沼
市
に
よ
る
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
橋
自
体
が
観
光

名
所
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
内
全
線
開
通
か
ら
１
年

半
。
仙
台
、
気
仙
沼
両
市
の
移
動

時
間
は
1
時
間
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

定
時
性
、
走
行
安
定
性
、
輸
送
力

向
上
な
ど
に
よ
り
沿
線
で
は
I
C

５
㌔
圏
内
を
中
心
に
企
業
立
地
が

進
み
、
水
産
業
、
農
業
と
い
っ
た

１
次
産
業
の
復
興
は
も
ち
ろ
ん
、

観
光
入
り
込
み
数
も
上
昇
。
観
光

地
の
平
均
滞
在
時
間
も
延
び
、
サ
ー
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青森県

宮城県

岩手県

八戸市みなと体験学習館1

青 森

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

津波遺構たろう観光ホテル

たろう潮里ステーション

宮古市市民交流センター
防災プラザ

田老防潮堤

震災メモリアルパーク中の浜

大船渡市立博物館

久慈地下水族科学館
もぐらんぴあ

３．１１東日本大震災
遠野市後方支援資料館

釜石祈りのパーク

いのちをつなぐ未来館

大槌町文化交流センター
おしゃっち

震災遺構明戸海岸防潮堤

島越ふれあい公園

羅賀ふれあい公園

東日本大震災津波伝承館
（愛称：いわてTSUNAMIメモリアル）

高田松原津波復興祈念公園

野田村復興展示室

山田町まちなか交流センター

岩 手

宮 城

東日本大震災 学習・資料室

せんだい3.11メモリアル交流館

震災遺構 仙台市立荒浜小学校

石巻ニューゼ

伝承交流施設 MEET門脇

東日本大震災メモリアル南浜 つなぐ館

唐桑半島ビジターセンター・ 津波体験館
（2022年6月27日から休館中）

リアス・アーク美術館
「東日本大震災の記録と津波の災害史」常設展示

気仙沼市 東日本大震災遺構・伝承館

津波復興祈念資料館 閖上の記憶

岩沼市 千年希望の丘交流センター

東松島市 東日本大震災復興祈念公園

高野会館

名取市震災メモリアル公園

塩竈市津波防災センター

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

石田沢防災センター

ＮＨＫ仙台放送局

山元町防災拠点・
山下地域交流センター
（１階 防災情報コーナー）

山元町震災遺構 中浜小学校

中浜小学校震災モニュメント
「３月１１日の日時計」

名取市震災復興伝承館

気仙沼市復興祈念公園

石巻南浜津波復興祈念公園

石巻市震災遺構大川小学校

海の見える命の森

東日本大震災慰霊碑
（日和幼稚園被災園児慰霊碑）

石巻市震災遺構門脇小学校

がんばろう！石巻看板
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震災伝承施設
第３分類

※2022年8月1日現在
三陸道と釜石道が接続する釜石ジャンクション
（写真提供：南三陸沿岸国道事務所）

気仙沼鹿折インターチェンジ付近は山の切り通しやトンネルが続く
（写真提供：仙台河川国道事務所）

気嵐（けあらし）がうっすらと漂い幻想的な早朝の気仙沼湾横断橋（写真提供：仙台河川国道事務所）



　

三
陸
国
道
事
務
所（
宮
古
市
）は

三
陸
道
の
山
田
南
〜
階
上
Ｉ
Ｃ
間

１
３
９・
４
㌔
を
管
理
し
、
盛
岡
市

と
宮
古
市
を
結
ぶ
宮
古
盛
岡
横
断

道
路
の
建
設
事
業
な
ど
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
沿
線
地
域
は

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
三

陸
道
は「
復
興
道
路
」「
命
の
道
」と

し
て
段
階
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
、

最
後
の
普
代
〜
久
慈
間
25
㌔
が
昨

年
12
月
に
供
用
を
開
始
し
、
事
業

化
か
ら
お
お
む
ね
10
年
で
三
陸
道

が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

　

同
事
務
所
が
管
理
す
る
三
陸
道

の
区
間
は
、
宮
古
市
以
南
の
リ
ア

ス
海
岸
と
は
異
な
り
、
隆
起
に
よ
っ

て
形
作
ら
れ
た
海
岸
段
丘
に
、
深

く
切
れ
込
ん
だ
渓
谷
の
あ
る
地
形

の
た
め
、
橋
と
ト
ン
ネ
ル
が
連
続

し
て
い
ま
す
。

　

工
事
が
大
変
だ
っ
た
場
所
の
一

つ
が
田
野
畑
南
〜
田
野
畑
中
央
Ｉ

Ｃ
間
の「
思し

惟い
の

花は
な
え笑
み
大
橋
」（
全
長

３
９
４
㍍
）。
田
野
畑
村
道
と
松
前

川
を
跨
ぐ
急
峻
な
Ｖ
字
型
の
谷
間

に
国
道
45
号
の
思
惟
大
橋
に
並
行

し
て
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
は「
辞
職
坂
」と
呼
ば
れ
る
か

つ
て
交
通
の
難
所
の
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
、
松
前
川
か
ら
道
路
ま
で
の

高
さ
は
約
１
３
０
㍍
も
あ
り
ま
す
。

風
が
強
く
、
や
ま
せ
の
霧
に
覆
わ

れ
る
地
域
で
も
あ
り
、
時
に
は
隣

の
柱
が
見
え
な
い
ほ
ど
。
ク
レ
ー

ン
作
業
泣
か
せ
で
建
設
当
時
は
工

程
管
理
に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
を
下
か
ら

徐
々
に
作
り
上
げ
、
左
右
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
橋
桁
を
張
り
出

し
て
い
き
ま
し
た
。
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
圧
送
距
離
が
長
い
こ
と
か
ら
、

良
質
な
構
造
物
と
な
る
よ
う
工
夫

も
し
て
い
ま
す
。

　

全
線
開
通
後
は
、
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ハ
ー
フ
Ｉ
Ｃ
で
、
現
在
は

仙
台
方
面
か
ら
の
乗
り
降
り
の
み

の
山
田
北
Ｉ
Ｃ
と
、
八
戸
方
面
か

ら
の
乗
り
降
り
の
み
の
洋
野
種
市

Ｉ
Ｃ
の
フ
ル
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
久
慈
市
の
久
慈
北
Ｉ
Ｃ

近
く
で
は
道
の
駅「
い
わ
て
北
三
陸
」

が
来
年
４
月
に
完
成
す
る
予
定
で

整
備
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
山
田

町
の
山
田
Ｉ
Ｃ
近
く
に
は
、
少
し

離
れ
た
場
所
に
あ
る
道
の
駅「
や
ま

だ
」を
移
転
す
る
た
め
の
整
備
を
来

年
７
月
の
完
成
を
目
標
に
進
め
て

い
ま
す
。

　

三
陸
道
の
全
線
開
通
で
は
時
間

短
縮
の
効
果
だ
け
で
な
く
、
他
地
域

と
の
往
来
も
活
発
に
な
り
、
人
の

交
流
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今

年
４
月
に
は
仙
台
と
宮
古
を
結
ぶ

三
陸
高
速
バ
ス
の
本
格
運
行
が
始

ま
り
、１
日
２
往
復
走
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
岩
手
県
内
で
三
陸
沿
岸
の
久

慈
市
と
宮
古
市
も
、
所
要
時
間
が
約

１
時
間
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

で
は
気
軽
に
行
き
来
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

同
事
務
所
管
内
は
震
災
伝
承
施

設
が
点
在
し
、
風
光
明
媚
な
三
陸

ジ
オ
バ
ー
ク
の
エ
リ
ア
で
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
三
陸
道
を
利
用
し
て

訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
は
祭
畤

大
橋
の
北
側
を
震
源
に
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
２
を
記
録
し
、
奥
州

市
と
栗
原
市
で
最
大
震
度
６
強
を

観
測
し
ま
し
た
。
祭
畤
地
区
の
地

震
計
で
は
最
大
加
速
度
４
０
２
２

ガ
ル
を
記
録
。
地
震
時
に
観
測
さ

れ
た
地
表
最
大
加
速
度
の
世
界
記

録
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
の
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

祭
畤
大
橋
は
１
９
７
８
年
完
成

で
、
長
さ
94
・
９
㍍
、
幅
９
㍍
で

し
た
。
激
し
い
地
震
の
揺
れ
で
橋

脚
の
基
礎
と
し
て
い
た
岩
盤
が
大

き
く
滑
り
落
橋
し
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
橋
の
北
側
１
０
０
㍍

ほ
ど
の
場
所
に
建
設
し
た
長
さ
94
・

１
㍍
の
仮
橋
を
含
む
、
全
体
の
長

さ
５
５
８・
４
㍍
、
幅
５
㍍
の
仮
設

道
路
が
地
震
発
生
か
ら
５
カ
月
後

の
11
月
に
通
行
開
始
。
09
年
に
は

新
し
い
橋
の
本
格
的
な
工
事
が
始

ま
り
、
ま
ず
は
下
部
工
、
10
年
初

頭
に
は
上
部
工
に
着
手
。
計
画
か

ら
３
カ
月
早
い
10
年
12
月
に
完
成

し
ま
し
た
。

　

新
し
い
橋
は
旧

橋
の
北
側
１
５
０

㍍
ほ
ど
の
場
所
に
、

長
さ
１
１
５
㍍
、

幅
９
㍍
の「
２
径
間

連
続
Ｔ
ラ
ー
メ
ン

橋
桁
橋
」と
い
う
形

式
で
、
橋
脚
の
基

礎
か
ら
橋
面
ま
で
約
40
㍍
の
高
さ
。

橋
の
周
辺
の
道
路
も
新
た
に
整
備

さ
れ
、
全
体
の
長
さ
は
５
５
６・９

㍍
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
橋
の
東
側
に
は
災
害
遺

構「
祭
畤
被
災
地
展
望
の
丘
」が
設

置
さ
れ
、
東あ

ず
ま
や屋
や
案
内
看
板
の
ほ

か
、
撤
去
し
た
橋
桁
の
一
部
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
被
災
し
た
橋
が

現
地
に
残
り
、
展
望
の
丘
か
ら
は

新
旧
ど
ち
ら
の
橋
も
望
め
ま
す
。

　

橋
の
西
側
に
は
被
災
し
た
旧
道

や
旧
橋
を
間
近
で
見
学
で
き
る「
祭

畤
災
害
遺
構
見
学
通
路
」が
あ
り

ま
す
。
長
さ
約
１
０
０
㍍
の
柵
付

き
の
木
道
で
、
脇
に
は
地
割
れ
で

で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
た
旧
道
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
路
面
が
並
行
し
て
い
ま

す
。
通
路
の
先
端
か
ら
は
旧
橋
の

激
し
い
段
差
や
起
伏
を
望
め
、
当

時
の
被
害
の
深
刻
さ
を
窺
え
ま
す
。

　

祭
畤
災
害
遺
構
を
維
持
・
管
理

す
る
一
関
市
道
路
管
理
課
は「
内
陸

地
震
の
甚
大
な
被
害
の
一
端
を
見

ら
れ
ま
す
。
近
隣
の
小
中
学
生
が

授
業
の
一
環
と
し
て
今
で
も
訪
れ

て
い
ま
す
が
、
防
災
や
減
災
の
学

び
と
し
て
、
ま
た
内
陸
地
震
の
伝

承
の
面
で
も
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
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内
陸
直
下
型
の
大
地
震
も
時
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま

す
。
２
０
０
８
年
６
月
14
日
の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
は
震

源
域
の
栗
駒
山
一
帯
で
地
滑
り
や
斜
面
の
崩
落
な
ど
が
発
生
。

秋
田
方
面
に
通
じ
る
一
関
市
厳げ
ん
び
ち
ょ
う

美
町
の
国
道
３
４
２
号
の
祭ま
つ
る
べ畤

大
橋
が
落
橋
し
、
そ
の
無
残
な
姿
は
こ
の
地
震
の
象
徴
的
存
在

と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
橋
が
完
成
し
今
年
で
12
年
を
迎
え
ま

す
が
、
付
近
に
は
災
害
遺
構「
祭
畤
被
災
地
展
望
の
丘
」が
設
置

さ
れ
、
今
も
被
害
の
す
さ
ま
じ
さ
を
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。

内
陸
地
震
の
象
徴
ス
ポ
ッ
ト

内
陸
地
震
の
象
徴
ス
ポ
ッ
ト

一
関
市
・
祭
畤
災
害
遺
構

岩手・宮城内陸地震で落橋した旧祭畤大橋が今も残る

被
災
し
た
橋
が
残
る

見
学
通
路
沿
い
に
あ
る
被
災
し
た
状
態
の

ま
ま
の
旧
道

342

457

49

42
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線
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MAP

険しい渓谷に架かる今の祭畤大橋

工
事
の
難
所「
思
惟
花
笑
み
大
橋
」

さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
へ

難
所
克
服
し「
命
の
道
」整
備

三
陸
国
道
事
務
所（
宮
古
市
）

大
船
渡
市
と
三
陸
町
を
分
け
る
峠

で
、
交
通
の
難
所
で
も
あ
っ
た
新

三
陸
ト
ン
ネ
ル（
２
２
２
６
㍍
）と

三
陸
Ｉ
Ｃ
側
の
道
路
が
い
ち
早
く

開
通
。
そ
の
後
、
大
船
渡
Ｉ
Ｃ

と
同
ト
ン
ネ
ル
の
間
も
開
通
し
、

２
０
０
５
年
３
月
に
大
船
渡
三
陸

道
路（
17
・
３
㌔
）が
全
通
す
る
な

ど
、
国
道
45
号
の
バ
イ
パ
ス
と
し

て
機
能
し
ま
し
た
。

　

復
興
道
路
の
整
備
に
当
た
っ
て

は
２
０
１
２
年
４
月
に
設
置
さ
れ

た
前
身
の
南
三
陸
国
道
事
務
所
で
、

岩
手
県
内
の
三
陸
道
の
う
ち
唐
桑

高
田
道
路（
岩
手
県
側
）〜
釜
石
山

田
道
路
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
陸
道
は
津
波
浸
水
区
域
を
回

避
す
る
ル
ー
ト
を
選
定
し
て
い
る

た
め
、
リ
ア
ス
海
岸
と
北
上
山
地

に
挟
ま
れ
た
山
間
地
域
の
地
形
が

急
峻
な
箇
所
を
通
過
し
て
い
る
た

め
、
橋
と
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
構

造
物
が
連
続
し
、
工
事
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
震
災
の
復
興
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
時
期
で
も
あ
り
、
資
材
の

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
の
で
は
と
い
う
懸
念
も
。
14
年

９
月
に
は
三
陸
道
専
用
の
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
プ
ラ
ン
ト
が
稼
働
し
、

安
定
供
給
を
図
り
ま
し
た
。

　

完
成
後
の
構
造
物
の
維
持
管
理

が
大
変
と
見
通
し
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
長
寿
命
化
に
こ
だ
わ
る
な
ど
、

未
来
を
見
据
え
て
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

三
陸
道
が
全
線
開
通
し
た
こ
と

で
、
東
北
道
で
の
通
行
止
め
が
発

生
し
た
際
に
は
、
釜
石
自
動
車
道

を
経
由
し
て
三
陸
道
が
広
域
迂
回

路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

三
陸
沿
岸
は
養
殖
が
盛
ん
な
地

域
で
あ
り
、
最
近
は
養
殖
サ
ー
モ

ン
を
空
輸
し
て
そ
の
日
の
う
ち
に

販
売
す
る
取
り
組
み
も
始
ま
り
、

販
路
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
橋
や
ト
ン
ネ
ル
以
外
の

２
車
線
の
分
離
帯
に
ワ
イ
ヤ
ロ
ー

プ
式
防
護
柵
を
設
け
る
工
事
が
一

段
落
し
、
ハ
ー
フ
Ｉ
Ｃ
の
歌
津
北

Ｉ
Ｃ
を
気
仙
沼
方
面
か
ら
も
乗
り

降
り
で
き
る
事
業
に
着
手
し
て
い

ま
す
。
今
年
10
月
に
は
道
の
駅「
さ

ん
さ
ん
南
三
陸
」（
南
三
陸
町
）が

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
、
同
事
務

所
で
は
三
陸
道
に
も
案
内
看
板
を

設
置
し
、
三
陸
道
利
用
者
の
休
憩

施
設
は
も
と
よ
り
、
沿
線
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

三
陸
道
の
沿
岸
区
間
で
は
津
波

避
難
階
段
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
野
部
は
の
り
面
を
階
段
で
上
が

り
道
路
部
分
へ
、
山
間
部
は
ト
ン

ネ
ル
の
脇
を
階
段
で
上
が
り
ト
ン

ネ
ル
の
上
へ
つ
な
が
り
ま
す
。
地

域
住
民
の
避
難
訓
練
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

広
域
迂
回
路
の
役
割
も

柱の高さ93㍍の思惟花笑み大橋。奥が並行する国道45号思惟大橋柱の高さ93㍍の思惟花笑み大橋。奥が並行する国道45号思惟大橋
（写真提供：三陸国道事務所）（写真提供：三陸国道事務所）

下
安
家
大
橋
を
西
側
か
ら
望
む
。海
側
に
は

三
陸
鉄
道
の
車
両
が
走
る（
写
真
提
供
：
三

陸
国
道
事
務
所
）

釜石市中心部に接続する釜石中央インターチェンジ
（写真提供：南三陸沿岸国道事務所）



　

三
陸
国
道
事
務
所（
宮
古
市
）は

三
陸
道
の
山
田
南
〜
階
上
Ｉ
Ｃ
間

１
３
９・
４
㌔
を
管
理
し
、
盛
岡
市

と
宮
古
市
を
結
ぶ
宮
古
盛
岡
横
断

道
路
の
建
設
事
業
な
ど
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
沿
線
地
域
は

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
三

陸
道
は「
復
興
道
路
」「
命
の
道
」と

し
て
段
階
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
、

最
後
の
普
代
〜
久
慈
間
25
㌔
が
昨

年
12
月
に
供
用
を
開
始
し
、
事
業

化
か
ら
お
お
む
ね
10
年
で
三
陸
道

が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

　

同
事
務
所
が
管
理
す
る
三
陸
道

の
区
間
は
、
宮
古
市
以
南
の
リ
ア

ス
海
岸
と
は
異
な
り
、
隆
起
に
よ
っ

て
形
作
ら
れ
た
海
岸
段
丘
に
、
深

く
切
れ
込
ん
だ
渓
谷
の
あ
る
地
形

の
た
め
、
橋
と
ト
ン
ネ
ル
が
連
続

し
て
い
ま
す
。

　

工
事
が
大
変
だ
っ
た
場
所
の
一

つ
が
田
野
畑
南
〜
田
野
畑
中
央
Ｉ

Ｃ
間
の「
思し

惟い
の

花は
な
え笑
み
大
橋
」（
全
長

３
９
４
㍍
）。
田
野
畑
村
道
と
松
前

川
を
跨
ぐ
急
峻
な
Ｖ
字
型
の
谷
間

に
国
道
45
号
の
思
惟
大
橋
に
並
行

し
て
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
は「
辞
職
坂
」と
呼
ば
れ
る
か

つ
て
交
通
の
難
所
の
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
、
松
前
川
か
ら
道
路
ま
で
の

高
さ
は
約
１
３
０
㍍
も
あ
り
ま
す
。

風
が
強
く
、
や
ま
せ
の
霧
に
覆
わ

れ
る
地
域
で
も
あ
り
、
時
に
は
隣

の
柱
が
見
え
な
い
ほ
ど
。
ク
レ
ー

ン
作
業
泣
か
せ
で
建
設
当
時
は
工

程
管
理
に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
を
下
か
ら

徐
々
に
作
り
上
げ
、
左
右
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
橋
桁
を
張
り
出

し
て
い
き
ま
し
た
。
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
圧
送
距
離
が
長
い
こ
と
か
ら
、

良
質
な
構
造
物
と
な
る
よ
う
工
夫

も
し
て
い
ま
す
。

　

全
線
開
通
後
は
、
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ハ
ー
フ
Ｉ
Ｃ
で
、
現
在
は

仙
台
方
面
か
ら
の
乗
り
降
り
の
み

の
山
田
北
Ｉ
Ｃ
と
、
八
戸
方
面
か

ら
の
乗
り
降
り
の
み
の
洋
野
種
市

Ｉ
Ｃ
の
フ
ル
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
久
慈
市
の
久
慈
北
Ｉ
Ｃ

近
く
で
は
道
の
駅「
い
わ
て
北
三
陸
」

が
来
年
４
月
に
完
成
す
る
予
定
で

整
備
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
山
田

町
の
山
田
Ｉ
Ｃ
近
く
に
は
、
少
し

離
れ
た
場
所
に
あ
る
道
の
駅「
や
ま

だ
」を
移
転
す
る
た
め
の
整
備
を
来

年
７
月
の
完
成
を
目
標
に
進
め
て

い
ま
す
。

　

三
陸
道
の
全
線
開
通
で
は
時
間

短
縮
の
効
果
だ
け
で
な
く
、
他
地
域

と
の
往
来
も
活
発
に
な
り
、
人
の

交
流
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今

年
４
月
に
は
仙
台
と
宮
古
を
結
ぶ

三
陸
高
速
バ
ス
の
本
格
運
行
が
始

ま
り
、１
日
２
往
復
走
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
岩
手
県
内
で
三
陸
沿
岸
の
久

慈
市
と
宮
古
市
も
、
所
要
時
間
が
約

１
時
間
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

で
は
気
軽
に
行
き
来
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

同
事
務
所
管
内
は
震
災
伝
承
施

設
が
点
在
し
、
風
光
明
媚
な
三
陸

ジ
オ
バ
ー
ク
の
エ
リ
ア
で
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
三
陸
道
を
利
用
し
て

訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
は
祭
畤

大
橋
の
北
側
を
震
源
に
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
２
を
記
録
し
、
奥
州

市
と
栗
原
市
で
最
大
震
度
６
強
を

観
測
し
ま
し
た
。
祭
畤
地
区
の
地

震
計
で
は
最
大
加
速
度
４
０
２
２

ガ
ル
を
記
録
。
地
震
時
に
観
測
さ

れ
た
地
表
最
大
加
速
度
の
世
界
記

録
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
の
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

祭
畤
大
橋
は
１
９
７
８
年
完
成

で
、
長
さ
94
・
９
㍍
、
幅
９
㍍
で

し
た
。
激
し
い
地
震
の
揺
れ
で
橋

脚
の
基
礎
と
し
て
い
た
岩
盤
が
大

き
く
滑
り
落
橋
し
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
橋
の
北
側
１
０
０
㍍

ほ
ど
の
場
所
に
建
設
し
た
長
さ
94
・

１
㍍
の
仮
橋
を
含
む
、
全
体
の
長

さ
５
５
８・
４
㍍
、
幅
５
㍍
の
仮
設

道
路
が
地
震
発
生
か
ら
５
カ
月
後

の
11
月
に
通
行
開
始
。
09
年
に
は

新
し
い
橋
の
本
格
的
な
工
事
が
始

ま
り
、
ま
ず
は
下
部
工
、
10
年
初

頭
に
は
上
部
工
に
着
手
。
計
画
か

ら
３
カ
月
早
い
10
年
12
月
に
完
成

し
ま
し
た
。

　

新
し
い
橋
は
旧

橋
の
北
側
１
５
０

㍍
ほ
ど
の
場
所
に
、

長
さ
１
１
５
㍍
、

幅
９
㍍
の「
２
径
間

連
続
Ｔ
ラ
ー
メ
ン

橋
桁
橋
」と
い
う
形

式
で
、
橋
脚
の
基

礎
か
ら
橋
面
ま
で
約
40
㍍
の
高
さ
。

橋
の
周
辺
の
道
路
も
新
た
に
整
備

さ
れ
、
全
体
の
長
さ
は
５
５
６・９

㍍
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
橋
の
東
側
に
は
災
害
遺

構「
祭
畤
被
災
地
展
望
の
丘
」が
設

置
さ
れ
、
東あ

ず
ま
や屋
や
案
内
看
板
の
ほ

か
、
撤
去
し
た
橋
桁
の
一
部
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
被
災
し
た
橋
が

現
地
に
残
り
、
展
望
の
丘
か
ら
は

新
旧
ど
ち
ら
の
橋
も
望
め
ま
す
。

　

橋
の
西
側
に
は
被
災
し
た
旧
道

や
旧
橋
を
間
近
で
見
学
で
き
る「
祭

畤
災
害
遺
構
見
学
通
路
」が
あ
り

ま
す
。
長
さ
約
１
０
０
㍍
の
柵
付

き
の
木
道
で
、
脇
に
は
地
割
れ
で

で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
た
旧
道
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
路
面
が
並
行
し
て
い
ま

す
。
通
路
の
先
端
か
ら
は
旧
橋
の

激
し
い
段
差
や
起
伏
を
望
め
、
当

時
の
被
害
の
深
刻
さ
を
窺
え
ま
す
。

　

祭
畤
災
害
遺
構
を
維
持
・
管
理

す
る
一
関
市
道
路
管
理
課
は「
内
陸

地
震
の
甚
大
な
被
害
の
一
端
を
見

ら
れ
ま
す
。
近
隣
の
小
中
学
生
が

授
業
の
一
環
と
し
て
今
で
も
訪
れ

て
い
ま
す
が
、
防
災
や
減
災
の
学

び
と
し
て
、
ま
た
内
陸
地
震
の
伝

承
の
面
で
も
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
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内
陸
直
下
型
の
大
地
震
も
時
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま

す
。
２
０
０
８
年
６
月
14
日
の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
は
震

源
域
の
栗
駒
山
一
帯
で
地
滑
り
や
斜
面
の
崩
落
な
ど
が
発
生
。

秋
田
方
面
に
通
じ
る
一
関
市
厳げ
ん
び
ち
ょ
う

美
町
の
国
道
３
４
２
号
の
祭ま
つ
る
べ畤

大
橋
が
落
橋
し
、
そ
の
無
残
な
姿
は
こ
の
地
震
の
象
徴
的
存
在

と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
橋
が
完
成
し
今
年
で
12
年
を
迎
え
ま

す
が
、
付
近
に
は
災
害
遺
構「
祭
畤
被
災
地
展
望
の
丘
」が
設
置

さ
れ
、
今
も
被
害
の
す
さ
ま
じ
さ
を
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。

内
陸
地
震
の
象
徴
ス
ポ
ッ
ト

内
陸
地
震
の
象
徴
ス
ポ
ッ
ト

一
関
市
・
祭
畤
災
害
遺
構

岩手・宮城内陸地震で落橋した旧祭畤大橋が今も残る

被
災
し
た
橋
が
残
る

見
学
通
路
沿
い
に
あ
る
被
災
し
た
状
態
の

ま
ま
の
旧
道

342
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線

J
R
東
北
新
幹
線

東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

有壁駅有壁駅

一ノ関駅一ノ関駅

山ノ目駅山ノ目駅

平泉駅平泉駅

前沢駅前沢駅

JR東北線JR東北線

祭畤災害遺構祭畤災害遺構

MAP

険しい渓谷に架かる今の祭畤大橋

工
事
の
難
所「
思
惟
花
笑
み
大
橋
」

さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
へ

難
所
克
服
し「
命
の
道
」整
備

三
陸
国
道
事
務
所（
宮
古
市
）

大
船
渡
市
と
三
陸
町
を
分
け
る
峠

で
、
交
通
の
難
所
で
も
あ
っ
た
新

三
陸
ト
ン
ネ
ル（
２
２
２
６
㍍
）と

三
陸
Ｉ
Ｃ
側
の
道
路
が
い
ち
早
く

開
通
。
そ
の
後
、
大
船
渡
Ｉ
Ｃ

と
同
ト
ン
ネ
ル
の
間
も
開
通
し
、

２
０
０
５
年
３
月
に
大
船
渡
三
陸

道
路（
17
・
３
㌔
）が
全
通
す
る
な

ど
、
国
道
45
号
の
バ
イ
パ
ス
と
し

て
機
能
し
ま
し
た
。

　

復
興
道
路
の
整
備
に
当
た
っ
て

は
２
０
１
２
年
４
月
に
設
置
さ
れ

た
前
身
の
南
三
陸
国
道
事
務
所
で
、

岩
手
県
内
の
三
陸
道
の
う
ち
唐
桑

高
田
道
路（
岩
手
県
側
）〜
釜
石
山

田
道
路
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
陸
道
は
津
波
浸
水
区
域
を
回

避
す
る
ル
ー
ト
を
選
定
し
て
い
る

た
め
、
リ
ア
ス
海
岸
と
北
上
山
地

に
挟
ま
れ
た
山
間
地
域
の
地
形
が

急
峻
な
箇
所
を
通
過
し
て
い
る
た

め
、
橋
と
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
構

造
物
が
連
続
し
、
工
事
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
震
災
の
復
興
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
時
期
で
も
あ
り
、
資
材
の

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
の
で
は
と
い
う
懸
念
も
。
14
年

９
月
に
は
三
陸
道
専
用
の
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
プ
ラ
ン
ト
が
稼
働
し
、

安
定
供
給
を
図
り
ま
し
た
。

　

完
成
後
の
構
造
物
の
維
持
管
理

が
大
変
と
見
通
し
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
長
寿
命
化
に
こ
だ
わ
る
な
ど
、

未
来
を
見
据
え
て
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

三
陸
道
が
全
線
開
通
し
た
こ
と

で
、
東
北
道
で
の
通
行
止
め
が
発

生
し
た
際
に
は
、
釜
石
自
動
車
道

を
経
由
し
て
三
陸
道
が
広
域
迂
回

路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

三
陸
沿
岸
は
養
殖
が
盛
ん
な
地

域
で
あ
り
、
最
近
は
養
殖
サ
ー
モ

ン
を
空
輸
し
て
そ
の
日
の
う
ち
に

販
売
す
る
取
り
組
み
も
始
ま
り
、

販
路
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
橋
や
ト
ン
ネ
ル
以
外
の

２
車
線
の
分
離
帯
に
ワ
イ
ヤ
ロ
ー

プ
式
防
護
柵
を
設
け
る
工
事
が
一

段
落
し
、
ハ
ー
フ
Ｉ
Ｃ
の
歌
津
北

Ｉ
Ｃ
を
気
仙
沼
方
面
か
ら
も
乗
り

降
り
で
き
る
事
業
に
着
手
し
て
い

ま
す
。
今
年
10
月
に
は
道
の
駅「
さ

ん
さ
ん
南
三
陸
」（
南
三
陸
町
）が

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
、
同
事
務

所
で
は
三
陸
道
に
も
案
内
看
板
を

設
置
し
、
三
陸
道
利
用
者
の
休
憩

施
設
は
も
と
よ
り
、
沿
線
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

三
陸
道
の
沿
岸
区
間
で
は
津
波

避
難
階
段
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
野
部
は
の
り
面
を
階
段
で
上
が

り
道
路
部
分
へ
、
山
間
部
は
ト
ン

ネ
ル
の
脇
を
階
段
で
上
が
り
ト
ン

ネ
ル
の
上
へ
つ
な
が
り
ま
す
。
地

域
住
民
の
避
難
訓
練
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

広
域
迂
回
路
の
役
割
も

柱の高さ93㍍の思惟花笑み大橋。奥が並行する国道45号思惟大橋柱の高さ93㍍の思惟花笑み大橋。奥が並行する国道45号思惟大橋
（写真提供：三陸国道事務所）（写真提供：三陸国道事務所）

下
安
家
大
橋
を
西
側
か
ら
望
む
。海
側
に
は

三
陸
鉄
道
の
車
両
が
走
る（
写
真
提
供
：
三

陸
国
道
事
務
所
）

釜石市中心部に接続する釜石中央インターチェンジ
（写真提供：南三陸沿岸国道事務所）



　

石
巻
川
開
き
祭
り
の
メ
イ
ン
会

場
は
、
石
巻
湾
に
注
ぐ
旧
北
上
川

河
口
付
近
に
位
置
す
る
石
巻
市
中

心
市
街
地
。
東
日
本
大
震
災
で
は

津
波
が
押
し
寄
せ
、
旧
北
上
川
に

架
か
る
内
海
橋
は
多
く
の
が
れ
き

で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
観
光
名
所
や

商
業
施
設
、
住
宅
は
全
壊
、
浸
水

な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

石
巻
市
は
旧
北
上
川
沿
い
に
市

街
地
が
発
展
し
て
き
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
震
災
後
、
市
は
国
と
連

携
し
て
水
辺
空
間
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
掲
げ
、
旧
北
上
川
沿

い
の
地
盤
を
改
良
し
、
緩
や
か
な

勾
配
の「
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
堤
防
」を

新
設
。
周
辺
の
商
業
施
設
や
公
共

施
設
、
マ
ン
シ
ョ
ン
と
つ
な
が
る

交
流
空
間
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

中
心
市
街
地
の
工
事
は
震
災
か

ら
10
年
の
昨
年
に
一
段
落
。
本
来

な
ら
石
巻
川
開
き
祭
り
に
多
く
の

人
を
呼
び
込
み
、
復
興
し
た
姿
を

伝
え
る
は
ず
で
し
た
。
し
か
し
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
、
神
事
以
外
の
主

要
行
事
は
見
送
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
99
回
の
今
年
は
規
模
を
縮
小

し
な
が
ら
も
８
月
６
、７
日
に
開

催
。
初
日
は
市
内
各
所
で
漁
港
祭
・

大
漁
安
全
祈
願
祭
、
川
村
孫
兵
衛

翁
報
恩
祭
、
東
日
本
大
震
災
慰
霊

祭
と
い
っ
た
神
事
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
旧
北
上
川
で
は
孫
兵
衛

船
競
漕
と
ミ
ニ
孫
兵
衛
船
競
漕
の

予
選
レ
ー
ス
、
七
夕
の
吹
き
流
し

が
飾
ら
れ
た
中
心
市
街
地
で
は

一い
ち
お
う
じ
の
み
や
み
こ
し

皇
子
宮
神
輿
や「
ア
ク
ア
カ
ー
ニ

バ
ル
２
０
２
２
」が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

夜
は
震
災
犠
牲
者
を
追
悼
す
る

流
灯
が
あ
り
、
灯
籠
が
旧
北
上
川

を
漂
い
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
花
火
大
会
も
見
ど
こ

ろ
の
一
つ
。
前
半
30
分
は「
祈
り
」

を
テ
ー
マ
に
震
災
の
供
養
花
火
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
後
半
１
時
間
は

「
希
望
」が
テ
ー
マ
。
大
小
の
華
や

か
な
花
火
、
台
船
か
ら
ス
タ
ー
マ

イ
ン
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
旧
北
上
川
で
孫
兵
衛

船
競
漕
と
ミ
ニ
孫
兵
衛
船
競
漕
の

決
勝
レ
ー
ス
を
実
施
。
中
心
市
街

地
で
は
小
学
校
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

が
あ
り
、
旧
石
巻
市
内
の
小
学
校

に
通
う
児
童
が
か
わ
い
ら
し
い
ユ

ニ
ホ
ー
ム
に
身
を
包
ん
で
演
奏
し

ま
し
た
。
エ
イ
サ
ー
み
こ
し
や
縄

張
神
社
み
こ
し
、
も
の
う
は
ね
こ

踊
り
も
陸
上
パ
レ
ー
ド
を
盛
り
上

げ
、
大
漁
踊
り
が
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
を
務
め
る
石
巻
商
工
会

議
所
の
中
塩
真
爾
さ
ん（
30
）は「
今

年
は
感
染
対
策
に
気
を
配
り
な
が

ら
３
年
ぶ
り
に
主
要
行
事
が
で
き

ま
し
た
。
来
年
は
開
催
１
０
０
回

の
節
目
な
の
で
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
き
、
よ
り
多
く
の
方
に
前
に
進

ん
で
い
る
石
巻
を
見
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
」と
願
っ
て
い
ま
す
。
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シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
は
、
宮
古

市
の
観
光
物
産
の
拠
点
施
設
と
し

て
２
０
０
３
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
施
設
は
市
が
設
置
し
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
宮
古
地
区
産
業

振
興
公
社
が
管
理
・
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
震
災
で
は
高
さ
３
㍍

余
り
の
津
波
に
襲
わ
れ
、
２
階
建

て
の
施
設
の
１
階
部
分
が
被
災
。

復
旧
工
事
を
経
て
13
年
７
月
に
営

業
再
開
し
ま
し
た
。

　

公
社
の
佐
藤
廣
昭
社
長（
67
）は

「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
面
白
い
も
の
が
あ

る
、
行
く
た
び
に
変
化
が
あ
る
、
と

思
って
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
運
営

を
心
掛
け
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

津
波
の
被
害
を
乗
り
越
え
た
先

に
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
り
ま
し
た
が
、

次
々
と
目
玉
企
画
を
打
ち
出
し
集

客
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
丼
飯
の
上
に
海

の
幸
が
た
っ
ぷ
り
載
っ
た「
な
あ

丼
」（
２
８
０
０
円
）を
毎
日
50
食

限
定
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
隣
接
の
浄
土
ヶ
浜
を
含
め
た
地

域
一
体
の
振
興
策
を
考
え
て
い
き

た
い
」と
佐
藤
社
長
。
新
た
な
飛

躍
が
期
待
さ
れ
る
こ
の
地
を
拠
点

に
、
宮
古
市
内
の
震
災
伝
承
施
設

を
巡
っ
て
み
て
は
。

　

連
絡
先
は
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど

０
１
９
３（
７
１
）３
１
０
０
。

　

７
月
に
運
航
を
始
め
た
宮
古
市

遊
覧
船「
宮
古
う
み
ね
こ
丸
」は
出

崎
埠ふ

と
う頭
を
発
着
し
ま
す
。
遊
覧
船

は
新
造
で
全
長
18
・
８
㍍
、
総
ト

ン
数
19
㌧
、
乗
客
定
員
80
人
。
ふ

る
さ
と
納
税
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
も
活
用
し
、
み
ん
な
の

思
い
が
詰
ま
っ
た
遊
覧
船
で
す
。

　

コ
ー
ス
は
浄
土
ヶ
浜
の
景
観
を

船
か
ら
望
め
ま
す
。
途
中
、
浄
土
ヶ

浜
の
船
着
き
場
を
経
由
。
か
つ
て
は

船
着
き
場
発
着
で「
み
や
こ
浄
土
ヶ

浜
遊
覧
船
」が
運
航
し
て
い
ま
し
た

が
昨
年
、
58
年
の
歴
史
に
幕
を
下

ろ
し
ま
し
た
。
新
た
な
ス
タ
イ
ル

で
遊
覧
船
の
運
航
が
始
ま
り
、
関

係
者
は
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　

船
の
出
崎
出
発
は
初
便
が
午
前

９
時
00
分
、
最
終
便
午
後
４
時
10

分
の
１
日
７
便
。
火
曜
運
休
。
料

金
は
大
人
１
５
０
０
円
、
小
学
生

７
５
０
円
。

　

新
し
い
船
の
運
航
を
受
託
す
る

岩
手
県
北
自
動
車
の
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
八
重
樫
真
さ
ん（
59
）は「
宮
古

の
観
光
を
次
世
代
に
受
け
継
い
て

も
ら
え
る
よ
う
、
震
災
の
こ
と
も

含
め
自
分
た
ち
が
培
っ
た
知
識
を

余
す
こ
と
な
く
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

連
絡
先
は
岩
手
県
北
自
動
車

宮
古
遊
覧
船
事
業
部
０
１
９
３

（
６
５
）８
８
５
６
。

目
玉
企
画
で
集
客
誘
う

目
玉
企
画
で
集
客
誘
う

海
か
ら
浄
土
ヶ
浜
観
光

海
か
ら
浄
土
ヶ
浜
観
光

宮
古
市「
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
」「
宮
古
う
み
ね
こ
丸
」

3.11伝承ロード

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
被
災
し
た
宮
古
市
の
出
崎
地
区
に
、

従
来
か
ら
あ
っ
た「
道
の
駅
・
み
な
と
オ
ア
シ
ス
み
や
こ『
シ
ー

ト
ピ
ア
な
あ
ど
』」に
加
え
、
今
年
４
月
に
は「
し
お
か
ぜ
公
園
」

が
オ
ー
プ
ン
。
７
月
に
は
新
た
に
運
航
を
始
め
た
遊
覧
船
の
発

着
場
所
に
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
観
光
エ
リ
ア
と
し
て

に
ぎ
わ
い
が
増
し
そ
う
で
す
。
震
災
か
ら
の
観
光
復
興
の
拠
点

と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

遊
覧
船
が
運
航
開
始

鎮
魂
の
流
灯
と
花
火

運航を始めた新造の宮古市遊覧船「宮古うみねこ丸」

シートピアなあどシートピアなあど

宮古市市民
交流センター
防災プラザ

宮古市市民
交流センター
防災プラザ

しおかぜ公園しおかぜ公園
出崎埠頭出崎埠頭

浄土ヶ浜
ビジターセンター
浄土ヶ浜
ビジターセンター

磯鶏駅磯鶏駅

三陸鉄道リアス線三陸鉄道リアス線

JR山田線JR山田線

宮古駅宮古駅 45

106

529

277

MAP

宮古市街地の観光拠点「道の駅・みなとオアシスみやこ『シートピアなあど』」

※第３分類（訪問しやすく、案内員の配置や語り部活動など、来訪者の
理解しやすさに配慮している施設）のみ掲載

●津波遺構たろう観光ホテル  宮古市田老字野原80-1
●たろう潮里ステーション  宮古市田老2-5-1
●宮古市市民交流センター 防災プラザ  宮古市宮町1-1-30
●田老防潮堤  宮古市田老字川向 地内
●震災メモリアルパーク中の浜  宮古市崎山第3地割123

宮古市の震災伝承施設

宮古の海の幸がたっぷり宮古の海の幸がたっぷり
載った「なあ丼」載った「なあ丼」

石
巻
川
開
き
祭
り

　
石
巻
川
開
き
祭
り
は
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
の
命
で
北
上
川

の
改
修
工
事
を
行
っ
た
川
村
孫
兵
衛
重
吉
へ
の
報
恩
感
謝
で
、

大
正
時
代
に
始
ま
っ
た
歴
史
あ
る
祭
り
。
今
夏
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
で
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
に
な
っ
た
も
の
の
、

孫
兵
衛
船
競
漕
や
小
学
校
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
、
花
火
大
会
な

ど
が
3
年
ぶ
り
に
復
活
。
多
く
の
来
場
が
あ
り
、
久
々
に
に

ぎ
わ
い
が
戻
り
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
に

中
心
市
街
地
に

久
々
の
に
ぎ
わ
い

久
々
の
に
ぎ
わ
い復興事業で整備された旧北上川の堤防で花火を眺める人々

日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露
し
た

小
学
校
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

旧
北
上
川
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
孫
兵
衛
船
競
漕
の
決
勝



　

石
巻
川
開
き
祭
り
の
メ
イ
ン
会

場
は
、
石
巻
湾
に
注
ぐ
旧
北
上
川

河
口
付
近
に
位
置
す
る
石
巻
市
中

心
市
街
地
。
東
日
本
大
震
災
で
は

津
波
が
押
し
寄
せ
、
旧
北
上
川
に

架
か
る
内
海
橋
は
多
く
の
が
れ
き

で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
観
光
名
所
や

商
業
施
設
、
住
宅
は
全
壊
、
浸
水

な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

石
巻
市
は
旧
北
上
川
沿
い
に
市

街
地
が
発
展
し
て
き
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
震
災
後
、
市
は
国
と
連

携
し
て
水
辺
空
間
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
掲
げ
、
旧
北
上
川
沿

い
の
地
盤
を
改
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し
、
緩
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か
な

勾
配
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ロ
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ー
ド
堤
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新
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周
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の
商
業
施
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や
公
共
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、
マ
ン
シ
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ン
と
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な
が
る

交
流
空
間
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備
し
ま
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た
。

　

中
心
市
街
地
の
工
事
は
震
災
か

ら
10
年
の
昨
年
に
一
段
落
。
本
来

な
ら
石
巻
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開
き
祭
り
に
多
く
の

人
を
呼
び
込
み
、
復
興
し
た
姿
を

伝
え
る
は
ず
で
し
た
。
し
か
し
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
、
神
事
以
外
の
主

要
行
事
は
見
送
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
99
回
の
今
年
は
規
模
を
縮
小

し
な
が
ら
も
８
月
６
、７
日
に
開

催
。
初
日
は
市
内
各
所
で
漁
港
祭
・

大
漁
安
全
祈
願
祭
、
川
村
孫
兵
衛

翁
報
恩
祭
、
東
日
本
大
震
災
慰
霊

祭
と
い
っ
た
神
事
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
旧
北
上
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で
は
孫
兵
衛

船
競
漕
と
ミ
ニ
孫
兵
衛
船
競
漕
の

予
選
レ
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ス
、
七
夕
の
吹
き
流
し

が
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れ
た
中
心
市
街
地
で
は

一い
ち
お
う
じ
の
み
や
み
こ
し

皇
子
宮
神
輿
や「
ア
ク
ア
カ
ー
ニ

バ
ル
２
０
２
２
」が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

夜
は
震
災
犠
牲
者
を
追
悼
す
る

流
灯
が
あ
り
、
灯
籠
が
旧
北
上
川

を
漂
い
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
花
火
大
会
も
見
ど
こ

ろ
の
一
つ
。
前
半
30
分
は「
祈
り
」

を
テ
ー
マ
に
震
災
の
供
養
花
火
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
後
半
１
時
間
は

「
希
望
」が
テ
ー
マ
。
大
小
の
華
や

か
な
花
火
、
台
船
か
ら
ス
タ
ー
マ

イ
ン
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
旧
北
上
川
で
孫
兵
衛

船
競
漕
と
ミ
ニ
孫
兵
衛
船
競
漕
の

決
勝
レ
ー
ス
を
実
施
。
中
心
市
街

地
で
は
小
学
校
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

が
あ
り
、
旧
石
巻
市
内
の
小
学
校

に
通
う
児
童
が
か
わ
い
ら
し
い
ユ

ニ
ホ
ー
ム
に
身
を
包
ん
で
演
奏
し

ま
し
た
。
エ
イ
サ
ー
み
こ
し
や
縄

張
神
社
み
こ
し
、
も
の
う
は
ね
こ

踊
り
も
陸
上
パ
レ
ー
ド
を
盛
り
上

げ
、
大
漁
踊
り
が
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
を
務
め
る
石
巻
商
工
会

議
所
の
中
塩
真
爾
さ
ん（
30
）は「
今

年
は
感
染
対
策
に
気
を
配
り
な
が

ら
３
年
ぶ
り
に
主
要
行
事
が
で
き

ま
し
た
。
来
年
は
開
催
１
０
０
回

の
節
目
な
の
で
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
き
、
よ
り
多
く
の
方
に
前
に
進

ん
で
い
る
石
巻
を
見
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
」と
願
っ
て
い
ま
す
。
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シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
は
、
宮
古

市
の
観
光
物
産
の
拠
点
施
設
と
し

て
２
０
０
３
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
施
設
は
市
が
設
置
し
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
宮
古
地
区
産
業

振
興
公
社
が
管
理
・
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
震
災
で
は
高
さ
３
㍍

余
り
の
津
波
に
襲
わ
れ
、
２
階
建

て
の
施
設
の
１
階
部
分
が
被
災
。

復
旧
工
事
を
経
て
13
年
７
月
に
営

業
再
開
し
ま
し
た
。

　

公
社
の
佐
藤
廣
昭
社
長（
67
）は

「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
面
白
い
も
の
が
あ

る
、
行
く
た
び
に
変
化
が
あ
る
、
と

思
って
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
運
営

を
心
掛
け
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

津
波
の
被
害
を
乗
り
越
え
た
先

に
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
り
ま
し
た
が
、

次
々
と
目
玉
企
画
を
打
ち
出
し
集

客
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
丼
飯
の
上
に
海

の
幸
が
た
っ
ぷ
り
載
っ
た「
な
あ

丼
」（
２
８
０
０
円
）を
毎
日
50
食

限
定
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
隣
接
の
浄
土
ヶ
浜
を
含
め
た
地

域
一
体
の
振
興
策
を
考
え
て
い
き

た
い
」と
佐
藤
社
長
。
新
た
な
飛

躍
が
期
待
さ
れ
る
こ
の
地
を
拠
点

に
、
宮
古
市
内
の
震
災
伝
承
施
設

を
巡
っ
て
み
て
は
。

　

連
絡
先
は
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど

０
１
９
３（
７
１
）３
１
０
０
。

　

７
月
に
運
航
を
始
め
た
宮
古
市

遊
覧
船「
宮
古
う
み
ね
こ
丸
」は
出

崎
埠ふ

と
う頭
を
発
着
し
ま
す
。
遊
覧
船

は
新
造
で
全
長
18
・
８
㍍
、
総
ト

ン
数
19
㌧
、
乗
客
定
員
80
人
。
ふ

る
さ
と
納
税
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
も
活
用
し
、
み
ん
な
の

思
い
が
詰
ま
っ
た
遊
覧
船
で
す
。

　

コ
ー
ス
は
浄
土
ヶ
浜
の
景
観
を

船
か
ら
望
め
ま
す
。
途
中
、
浄
土
ヶ

浜
の
船
着
き
場
を
経
由
。
か
つ
て
は

船
着
き
場
発
着
で「
み
や
こ
浄
土
ヶ

浜
遊
覧
船
」が
運
航
し
て
い
ま
し
た

が
昨
年
、
58
年
の
歴
史
に
幕
を
下

ろ
し
ま
し
た
。
新
た
な
ス
タ
イ
ル

で
遊
覧
船
の
運
航
が
始
ま
り
、
関

係
者
は
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　

船
の
出
崎
出
発
は
初
便
が
午
前

９
時
00
分
、
最
終
便
午
後
４
時
10

分
の
１
日
７
便
。
火
曜
運
休
。
料

金
は
大
人
１
５
０
０
円
、
小
学
生

７
５
０
円
。

　

新
し
い
船
の
運
航
を
受
託
す
る

岩
手
県
北
自
動
車
の
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
八
重
樫
真
さ
ん（
59
）は「
宮
古

の
観
光
を
次
世
代
に
受
け
継
い
て

も
ら
え
る
よ
う
、
震
災
の
こ
と
も

含
め
自
分
た
ち
が
培
っ
た
知
識
を

余
す
こ
と
な
く
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

連
絡
先
は
岩
手
県
北
自
動
車

宮
古
遊
覧
船
事
業
部
０
１
９
３

（
６
５
）８
８
５
６
。

目
玉
企
画
で
集
客
誘
う

目
玉
企
画
で
集
客
誘
う

海
か
ら
浄
土
ヶ
浜
観
光

海
か
ら
浄
土
ヶ
浜
観
光

宮
古
市「
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
」「
宮
古
う
み
ね
こ
丸
」

3.11伝承ロード

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
被
災
し
た
宮
古
市
の
出
崎
地
区
に
、

従
来
か
ら
あ
っ
た「
道
の
駅
・
み
な
と
オ
ア
シ
ス
み
や
こ『
シ
ー

ト
ピ
ア
な
あ
ど
』」に
加
え
、
今
年
４
月
に
は「
し
お
か
ぜ
公
園
」

が
オ
ー
プ
ン
。
７
月
に
は
新
た
に
運
航
を
始
め
た
遊
覧
船
の
発

着
場
所
に
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
観
光
エ
リ
ア
と
し
て

に
ぎ
わ
い
が
増
し
そ
う
で
す
。
震
災
か
ら
の
観
光
復
興
の
拠
点

と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

遊
覧
船
が
運
航
開
始

鎮
魂
の
流
灯
と
花
火

運航を始めた新造の宮古市遊覧船「宮古うみねこ丸」

シートピアなあどシートピアなあど

宮古市市民
交流センター
防災プラザ

宮古市市民
交流センター
防災プラザ

しおかぜ公園しおかぜ公園
出崎埠頭出崎埠頭

浄土ヶ浜
ビジターセンター
浄土ヶ浜
ビジターセンター

磯鶏駅磯鶏駅

三陸鉄道リアス線三陸鉄道リアス線

JR山田線JR山田線

宮古駅宮古駅 45

106

529

277

MAP

宮古市街地の観光拠点「道の駅・みなとオアシスみやこ『シートピアなあど』」

※第３分類（訪問しやすく、案内員の配置や語り部活動など、来訪者の
理解しやすさに配慮している施設）のみ掲載

●津波遺構たろう観光ホテル  宮古市田老字野原80-1
●たろう潮里ステーション  宮古市田老2-5-1
●宮古市市民交流センター 防災プラザ  宮古市宮町1-1-30
●田老防潮堤  宮古市田老字川向 地内
●震災メモリアルパーク中の浜  宮古市崎山第3地割123

宮古市の震災伝承施設

宮古の海の幸がたっぷり宮古の海の幸がたっぷり
載った「なあ丼」載った「なあ丼」

石
巻
川
開
き
祭
り

　
石
巻
川
開
き
祭
り
は
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
の
命
で
北
上
川

の
改
修
工
事
を
行
っ
た
川
村
孫
兵
衛
重
吉
へ
の
報
恩
感
謝
で
、

大
正
時
代
に
始
ま
っ
た
歴
史
あ
る
祭
り
。
今
夏
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
で
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
に
な
っ
た
も
の
の
、

孫
兵
衛
船
競
漕
や
小
学
校
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
、
花
火
大
会
な

ど
が
3
年
ぶ
り
に
復
活
。
多
く
の
来
場
が
あ
り
、
久
々
に
に

ぎ
わ
い
が
戻
り
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
に

中
心
市
街
地
に

久
々
の
に
ぎ
わ
い

久
々
の
に
ぎ
わ
い復興事業で整備された旧北上川の堤防で花火を眺める人々

日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露
し
た

小
学
校
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

旧
北
上
川
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
孫
兵
衛
船
競
漕
の
決
勝
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震災資料500点展示 リアス・アーク美術館（気仙沼市）

　気仙沼市中心部から南西の閑静な丘陵地帯、緑の木立に
囲まれた場所にあるのがリアス・アーク美術館だ。隣には気仙
沼市総合体育館「ケー・ウエーブ」もあり、同市の生涯学習やス
ポーツの拠点の一つとなっている。
　リアス・アーク美術館は1994年10月の開館。東日本大震災
では被災で1年半の休館と修繕工事を経て部分開館し、従来
からの地域の歴史･民俗資料と主に東北･北海道の現代美術
の紹介のほか、新たに「東日本大震災の記録と津波の災害史」
常設展示を加え、2013年4月に全面開館した。
　美術館でありながら、三陸沿岸の主要都市の学術施設とし
て、震災以前から津波の災害史や文化史の調査研究を行って
きた。「東日本大震災の記録と津波の災害史」では、震災から約
2年間の館独自調査記録資料（被災現場写真・被災物）、その

他歴史資料など約500点を展示。第3分類の震災伝承施設と
して、市内外を問わず多くの児童生徒らが見学に訪れている。
　施設の外観は方舟（はこぶね）を表したユニークな形で、現
代的なアルミと伝統的な漆喰（しっくい）を用いて建造された。
館内も現代的な雰囲気で、
一部ガラス張りで外に飛び
出ている展望スペースから
は、気仙沼市街地を望める。
近未来都市のような施設の
装いに、若者たちは将来をど
う思い描くのか。震災伝承の
担い手として期待がかかる。 所在地

気仙沼市赤岩牧沢138-5

気仙沼市総合体育館
ケー・ウエーブ
気仙沼市総合体育館
ケー・ウエーブ

松崎尾崎
防災公園
松崎尾崎
防災公園

リアス・アーク
美術館
リアス・アーク
美術館

気仙沼港IC

気仙沼中央IC

45

26
65

三
沿
道

三
沿
道

MAP

2022 vol.4

「相馬市伝承鎮魂祈念館」震災語り部の五十嵐さん
福島県立ふたば未来学園高等学校
全通した三陸沿岸道路
一関市・祭畤災害遺構
宮古市「シートピアなあど」「宮古うみねこ丸」
石巻川開き祭り

測候所改修、震災被害伝える
八戸市みなと体験学習館

リアス・アーク美術館

㈱熊谷組東北支店の皆さんが㈱熊谷組東北支店の皆さんが
「3「3..11伝承ロード研修会」を行いました11伝承ロード研修会」を行いました

　８月23日、㈱熊谷組東北支店では、東日本大震災で同社が果たし
た震災復興の役割を「学び」、震災遺構を見学し、当時の危機管理対
応を知ることで自然災害時の的確な避難行動など危機管理への「備
え」を目的に、３.11伝承ロード研修会を行いました。
　東北支店各部署から参加した24名は、自社が手掛けた東日本大
震災の災害復旧工事「北上川長面堤防」と伝承施設「みやぎ東日本
大震災津波伝承館」を視察し、震災遺構の「大川小学校」「門脇小学
校」「石巻南浜津波復興祈念公園」を見学しました。
　今回の研修会を通し、近年、頻発している自然災害において、建設
関係従事者としての使命感、防災に対する知識と教訓をより深めら
れたようでした。

研修会の感想（抜粋）

○自分自身、当時は東京にいて本当の被害を目
の当たりしていなかった。震災遺構で被災者
のお話を伺うことができて、少しでも当時を
知る機会があって良かった。自分の子どもに
も伝えていきたいと感じた。（30歳代・男性）

○生まれてからほとんどを宮城で過ごしている
が、震災、特に津波については詳しくなかっ
たので、このような機会でもう一度振り返る
ことができた。また、実際に被災した方（語り
部）のお話を聞くと、文字で見るより分かりや
すく、より心に残りました。（20歳代・女性）

見学施設等時　間

JR仙台駅東口出発

石巻市震災遺構 大川小学校

北上川長面堤防

石巻地区かわまちづくり

石巻南浜津波復興祈念公園

（みやぎ東日本大震災津波伝承館）

石巻市震災遺構 門脇小学校

JR仙台駅東口 到着・解散

09:00

10:30～11:30

11:40～12:00

12:40～13:30

13:40～14:50

15:00～16:00

17:15

石巻市震災遺構 大川小学校 石巻南浜津波復興祈念公園（みやぎ東日本大震災津波伝承館）

北上川長面堤防 石巻市震災遺構 門脇小学校




